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気
軽
に
遊
び
心
で
参
加
で
き
る
演

劇
集
団
を
目
指
し
て
、
平
成
４
年

に
結
成
さ
れ
た「
遊
劇
お
ご
め
ん
」は
、

一
時
は
総
勢
80
人
を
超
え
る
大
劇
団

で
し
た
。現
代
劇
や
時
代
劇
、ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
な
ど
27
公
演
、
延
べ
70
回
に

わ
た
る
舞
台
で
市
民
の
皆
さ
ん
を
楽

し
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
発
足
当
時
若
手
中
心

だ
っ
た
団
員
が
多
忙
に
な
り
活
動
を

休
止
。
平
成
24
年
に
再
結
成
の
話
が

出
る
も
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
旧
竹

田
文
化
会
館
が
被
災
し
、
再
開
を
断

念
し
て
い
ま
し
た
。

  

「
新
し
い
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
開
館

に
合
わ
せ
、
イ
チ
か
ら
作
り
上
げ
る

舞
台
の
楽
し
さ
を
若
い
人
に
も
知
っ

て
ほ
し
い
」と
昨
年
10
月
、
旧
メ
ン

“
お
ご
め
ん
”待
望
の
復
活
！

竹
田
市
民
劇
団

　

今
年
秋
の
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル「
グ
ラ
ン
ツ
た
け

た
」の
オ
ー
プ
ン
、
国
民
文
化
祭
の
開
催
を
機
に
、「
竹
田

市
民
劇
団
お
ご
め
ん
」が
15
年
ぶ
り
に
復
活
。
旗
揚
げ
会
が

１
月
30
日
、
竹
田
市
竹
田
町
の
小
林
米
穀
店
隣
の
米
蔵
跡

ホ
ー
ル（
キ
リ
シ
タ
ン
ホ
ー
ル
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
田

に
新
し
い
文
化
の
風
が
吹
き
始
め
ま
す
！

竹田に新しい文化の風

↑「遊劇おごめん」の懐かしい名場面。数多くの公演で市民の皆さんを楽しませてきました
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■今月の表紙

「春色、ほころぶ」
子どもの健やかな成長を願う

「雛まつり」
竹田城下町では店舗やギャラリー
など約40か所に、竹田に古くから
伝わる立雛や手作りの創作雛を展
示。また、手折りの雛人形が竹に飾
られた「竹雛」も並べられています。
子どもの笑顔もほころぶ、春色な
ごやかな季節。
日ごと、春の色がその濃さを増し
ていきます。

■撮影場所　竹田市殿町「竹田創生館」
■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

3月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前 月 比）

人　口　22,365　人（−   56人）

男　性　10,443　人（−   23人）

女　性　11,922　人（−   33人）

世帯数　10,383世帯（−13世帯）
※平成30年２月１日現在の住民基本台帳による

   2   竹田市民劇団“おごめん”待望の復活
   4   竹田市定住促進住宅が完成 ほか
   5   福岡県みやま市と包括協定を締結／

コミュニティセンター名称決定 ほか
   6   まちの出来事
   8   第７回「荒城の月短歌大会」入選作品発表
10   学び舎／まるごと博物館
11   竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～／

私たち、地域おこし協力隊です  ほか
12   竹田市のこよみ
14   たけたん情報
18   求人情報／人権シリーズ「ぬくもり」／

誕生おめでとう
19   ストップ！滞納
20   休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！

健康一直線
21   図書館に行こう
22   市長コラム「有由有縁」
23   第20回岡藩城下町雛まつり／グランツ出

前コンサート ほか
24   郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！

100歳

別冊　平成30年度から国民健康保険制度が
変わります

広報

竹田市民劇団“おごめん”待望の復活

バ
ー
５
人
が
中
心
と
な
り「
新
市
民

劇
団
」結
成
を
発
起
。
12
月
か
ら
劇

団
員
を
募
集
し
、
こ
の
日
ま
で
に
20

～
80
代
の
自
営
業
や
会
社
員
、
主
婦

な
ど
25
人
の
劇
団
員
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

旗
揚
げ
会
に
は
約
20
人
が
参
加
。

首
藤
市
長
は「
少
子
高
齢
化
、
過
疎

化
の
波
の
な
か
、
劇
団
の
待
望
の
復

活
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
れ

る
よ
う
な
舞
台
を
」と
期
待
を
込
め

て
あ
い
さ
つ
。
本
業
が
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
の
北
條
誠
一
座
長
は「
心
の
中

の
く
す
ぶ
っ
て
い
た
思
い
に
再
び
灯

が
と
も
っ
た
。
笑
い
を
中
心
と
し
た

芝
居
で
、
演
じ
る
側
も
観
る
人
も
一

緒
に
楽
し
め
る
よ
う
な
舞
台
を
作
り

た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

劇
団
員
と
し
て
活
動
を
始
め
る

主
婦
の
齋
藤
奈
々
子
さ
ん（
30
歳
）は
、

「
大
学
の
４
年
間
、
演
劇
を
学
ん
だ
。

そ
の
経
験
を
生
か
し
、
演
劇
を
通
じ

た
地
域
お
こ
し
が
で
き
れ
ば
」。
お

ご
め
ん
第
１
期
生
の
吉
見
悦
子
さ

ん（
80
歳
）は
再
加
入
。「『
竹
田
の
森

光
子
に
な
れ
』と
夫
に
背
中
を
押
さ

れ
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
大
好
き
で
、

舞
台
で
歌
い
な
が
ら
演
技
を
し
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

  

「
竹
田
市
民
劇
団
お
ご
め
ん
」は
、

８
月
に
初
公
演
と
な
る「
商
店
街
は

て
ん
や
わ
ん
や
！
」を
キ
リ
シ
タ
ン

ホ
ー
ル
で
披
露
。
劇
団
員
の
安
東
達

夫
さ
ん
脚
本
に
よ
る
、
竹
田
の
商
店

街
を
舞
台
に
し
た
創
作
劇
で
、
笑
い

が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

公
演
に
向
け
、
２
月
か
ら
週
１
回

の
稽
古
を
開
始
。
キ
ャ
ス
ト
希
望

者
に
は
発
声
や
演
技
の
基
本
か
ら
学

べ
る「
演
劇
基
礎
講
座
」、
ス
タ
ッ
フ

希
望
者
に
は
照
明
や
音
響
、
舞
台
装

置
づ
く
り
な
ど
の「
裏
方
基
礎
講
座
」

を
開
講
。
団
員
は
市
内
外
を
問
わ
ず
、

高
校
生
以
上
を
対
象
に
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

親
し
い
ご
近
所
の
間
で
使
わ
れ
て

き
た
竹
田
の
方
言「
お
ご
め
ん
」。
市

民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て

き
た
地
元
劇
団
の“
待
望
の
復
活
”で

す
。

“
お
ご
め
ん
”新
メ
ン
バ
ー

募
集
し
て
い
ま
す
！

対
象　

高
校
生
以
上
の
方
で
、
演
劇
や
文

化
活
動
に
興
味
が
あ
る
方（
演
劇
経
験
は
問

い
ま
せ
ん
）

稽
古
場
所　

竹
田
駅
前
通
り
の
小
林
米
穀

店
隣
米
蔵
跡
ホ
ー
ル（
キ
リ
シ
タ
ン
ホ
ー

ル
）

稽
古
日　

週
１
回（
水
曜
日
と
金
曜
日
を
交

互
に
）

時
間　

午
後
７
時
～
９
時

参
加
費　

入
団
費
等
は
無
料
。
但
し
、
月

会
費
や
公
演
経
費
等
、
必
要
に
応
じ
徴
収

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
キ
ャ
ス
ト（
役
者
）と
ス
タ
ッ
フ（
裏
方
）

を
対
象
と
し
た
基
礎
講
座
も
開
講
し
て
い

ま
す
。

問
北
條
さ
ん（
☎
０
８
０
―

６
４
４
２
―

０
５
５
７
） 

ま
た
は
安
東
さ
ん（
☎
０
９
０

―

８
６
２
１
―

７
８
９
５
）

E-m
ail:rom

an@
vega.ocn.ne.jp

↑座長の北條誠一さん

↑８月の公演に向け、週１回の稽古に打ち込む 「竹田市民劇団おごめん」 のメンバー
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竹田市定住促進住宅が完成 ほか

　

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
住
宅
環
境
を
整

備
し
、
居
住
人
口
の
確
保
と
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
竹
田

市
竹
田
町
と
荻
町
馬
場
に
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
竹
田
市
定
住
促
進
住

宅
が
完
成
し
、
１
月
28
日
、
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

整
備
に
は
民
間
が
事
業
主
体
と
な

り
、
そ
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
て
公
共
事
業
を
行
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（Private Finance Initiative

）
手

法
を
採
用
。
県
内
で
は
大
分
市
と
豊

後
高
田
市
に
次
ぐ
導
入
で
、
５
社
に

よ
る
共
同
事
業
体
、
株
式
会
社
Ｔ
Ｔ

Ｓ
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン（
古
荘
瑞
基

代
表
取
締
役
）が
設
計
と
建
築
、
今

後
25
年
間
の
維
持
管
理
を
一
括
し
て

担
い
ま
す
。
事
業
費
は
約
９
億
円
で
、

う
ち
約
１
億
円
は
国
の
交
付
金
。

　

竹
田
市
竹
田
町
に
整
備
さ
れ
た

「
ア
ル
バ
代
官
町
」は
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
タ

イ
プ（
約
68
平
方
メ
ー
ト
ル
）10
戸
と

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
約
40
平
方
メ
ー
ト
ル
）８

戸
に
、
会
議
な
ど
に
使
用
で
き
る
共

用
施
設
を
備
え
付
け
。
ま
た
荻
町
馬

場
の「
ア
ル
バ
桜
町
」は
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

タ
イ
プ（
約
69
平
方
メ
ー
ト
ル
）６
戸

と
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
約
44
平
方
メ
ー
ト
ル
）

４
戸
、
各
戸
に
多
目
的
倉
庫
を
整
備
。

両
住
宅
と
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

３
階
建
て
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

し
、
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
、

若
者
単
身
者
等
を
入
居
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

式
で
は
、
首
藤
市
長
が「
イ
タ
リ

ア
語
で
夜
明
け
を
意
味
す
る『
ア
ル

バ
』。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
定
住
促

進
が
図
ら
れ
、
賑
わ
い
の
創
出
、
そ

し
て
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま

れ
れ
ば
」と
期
待
を
込
め
て
あ
い
さ

つ
。
入
居
代
表
者
に
部
屋
の
鍵
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

豊
後
大
野
市
朝
地
町
か
ら
移
住
し
、

家
族
４
人
で「
ア
ル
バ
代
官
町
」に
入

居
す
る
伊
東
倫
美
さ
ん
は「（
荻
町
出

身
で
）竹
田
に
戻
り
た
い
気
持
ち
が

あ
っ
た
。
防
犯
対
策
な
ど
最
新
の
設

備
が
あ
り
、
子
ど
も
の
通
学
に
も
文

教
施
設
が
近
く
て
便
利
」。
八
木
ま

ど
か
さ
ん
は
家
族
３
人
で「
ア
ル
バ

桜
町
」に
入
居
。「
２
年
前
に
荻
町
に

帰
っ
て
き
た
が
、
希
望
に
合
う
住
宅

が
な
か
っ
た
。
子
ど
も
の
進
学
を
考

え
、
駅
が
近
く
、
交
通
の
便
が
よ
い

こ
の
住
宅
に
入
居
を
決
め
た
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
多
目
的
倉
庫
が
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
入
居
の
決
め
手
」

と
、
新
生
活
へ
の
期
待
を
膨
ら
ま
せ

な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

荻
町
政
所
に
建
設
さ
れ
て
い
た

「
政
所
自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
」が
完
成
し
、
２
月
４
日
、
落

成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ

り
、
床
下
浸
水
等
の
被
害
を
受
け
た

政
所
公
民
館
。
平
成
27
年
に
建
設
委

員
会（
熊
野
一
男
委
員
長
）を
立
ち
上

げ
、
避
難
施
設
で
も
あ
る
同
施
設
の

移
転
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
総
事

業
費
は
約
２
６
３
８
万
円
。
う
ち
約

１
１
０
０
万
円
は
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成（
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財

源
と
し
た
助
成
）を
受
け
ま
し
た
。

床
面
積
は
約
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。

ま
た
施
設
に
併
設
し
農
機
具
庫
、
そ

し
て
市
内
で
24
か
所
目
、
荻
地
域
で

は
３
か
所
目
と
な
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

緊
急
離
着
陸
場
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

式
で
は
、
政
所
自
治
会
長
の
熊
野

忠
政
さ
ん
が「
延
べ
36
回
の
会
議
を

重
ね
、
こ
の
日
を
迎
え
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
住
民
の
集
い
の

場
に
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。
完
成

を
祝
っ
て
、
地
元
の
伝
統
芸
能“
白は

熊ぐ
ま

”が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
拠
点
施
設
の
完
成
に
よ
り
、

継
続
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が

図
ら
れ
、
住
民
主
体
の
自
治
会
活
動

の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

居
住
人
口
の
確
保
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
採
用
し
た
定
住
促
進
住
宅
が
完
成 

―

↑①完成を祝い、関係者がテープカット（アルバ桜町）　②入居代表者の
伊東倫美さんに首藤市長から部屋の鍵が贈られました（アルバ代官町）

　③鍵を受け取る八木まどかさんと琥音くん（アルバ桜町）　④城下町に
整備されたアルバ代官町

↑完成を喜ぶ政所自治会の皆さん

地域コミュニティの拠点に

②③

①

④
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福岡県みやま市と包括協定を締結／コミュニティセンター名称決定  ほか

　

平
成
30
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し

竹
田
市
竹
田
町
に
建
設
予
定
の
竹
田

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）。

こ
の
施
設
の
名
称
が「
竹
田
市
城
下

町
交
流
プ

ラ
ザ
」
に

決
定
し
ま

し
た
。

　

名
称
に

つ
い
て
は
、

昨
年
12
月

23
日
に
開

催
し
た
城

下
町
交
流

拠
点
施
設
に
関
す
る
住
民
説
明
会
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
そ
の
際

い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に
、
名
称

選
定
委
員
会
を
開
き
協
議
を
重
ね
ま

し
た
。

　

名
称
に
は
、「
プ
ラ
ザ（
広
場
）」で

の「
交
流
」が
、「
城
下
町
」の
賑
わ
い

の
創
出
に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は「
プ
ラ
ザ
」や「
ま
ち

プ
ラ
」と
い
っ
た
愛
称
で
呼
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

問
竹
田
市
商
工
観
光
課

☎
63
―

４
８
０
７

　

平
成
28
年
の
電
力
自
由
化
を
契
機

に
、
電
力
の
地
産
地
消
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
推
進
し
て
い
る
福
岡
県
み

や
ま
市
。
全
国
初
の
自
治
体
出
資
に

よ
る
家
庭
向
け
電
力
売
買
事
業
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進
め

る
み
や
ま
市
と
連
携
し
、
自
治
体
新

電
力
や
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
を
通
じ

た
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
築
き
、

少
子
高
齢
化
等
の
課
題
解
決
に
向
け

た「
包
括
協
定
締
結
式
」が
１
月
30
日
、

竹
田
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
首
藤
市
長
と
み
や
ま
市

の
高
野
道
生
副
市
長
が
協
定
書
に
署

名
。
電
力
事
業
の
み
な
ら
ず
、
両
市

の
特
徴
を
生
か
し
た
特
産
品
や
九
州

オ
ル
レ
・
コ
ー
ス
、
炭
酸
泉
を
活
用

し
な
が
ら
、
農
業
や
観
光
分
野
で
も

相
互
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は「
卓
越
し
た
技
術
力

と
経
験
値
を
持
つ
み
や
ま
市
。
今
回

の
協
定
に
よ
り
新
電
力
事
業
を
通
し

て
経
済
的
な
自
立
を
図
り
な
が
ら
、

直
面
す
る
地
域
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。
高

野
副
市
長
は「
本
市
の
取
り
組
み
が

竹
田
市
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
。
本

協
定
を
機
に
経
済
交
流
も
活
発
に
行

う
こ
と
が
で
き
れ
ば
」と
期
待
を
込

め
て
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
竹
田
市
が
自
治
体
新
電
力

事
業
に
参
入
す
る
こ
と
を
受
け
、
み

や
ま
市
の
み
や
ま
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
株
式
会
社
と
ま
ち
づ
く
り
た

け
た
株
式
会
社
が
業
務
提
携
を
結
び
、

取
次
店
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
や
ま
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

は
平
成
27
年
、
自
治
体
に
よ
る
家
庭

等
の
低
圧
電
力
売
買
を
主
な
目
的

と
し
て
設
立
。
公
共
施
設
や
一
般
家

庭
に
電
力
を
販
売
し
、
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
収
益
を
活
用
し
た
高
齢

者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な

ど
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

同
社
の
電
力
供
給
や
経
営
サ
ポ
ー

ト
等
の
支
援
を
受
け
、
順
次
、
市
役

所
や
小
・
中
学
校
な
ど
市
内
公
共
施

設
約
70
か
所
の
電
力
契
約
を
ま
ち
づ

く
り
た
け
た
㈱
に
切
り
替
え
、
自
治

体
に
よ
る
新
電
力
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
す
。

み
や
ま
市
と
経
済
交
流
を
促
進

↑包括協定書に署名をする首藤市長とみやま市
の高野道生副市長（右）

自治体新電力で
循環型社会構築へ

福岡県みやま市と包括協定を締結

城
下
町
を
プ
ラ
っ
と
！ 

「
竹
田
市
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
」に
決
定
！

― 

愛
称
は「
プ
ラ
ザ
」「
ま
ち
プ
ラ
」

３月17日から

J R 九州のダイヤが改正されます
　ＪＲ九州のダイヤ改正に伴い、豊後竹田駅発
着の時刻が変わります。豊後竹田駅発の時刻は
次のとおりです。
○豊後竹田駅発車時刻

阿蘇方面
6：46（阿蘇）・10：44（阿蘇）・11：37※特急（阿
蘇）・14：56（阿蘇）・17：33（阿蘇）・20：57（宮地）
大分方面

5：16（大分）・5：35（大分）・6：48（大分）・7：28
（大分）・8：04（大分）・8：49（大分）・9：18（三

重町）・9：48（大分）・12：08（大分）・13：47（大
分）・15：07（大分）・15：53※特急（別府）・16：
36（大分）・17：44（大分）・18：54（大分）・19：
45（大分）・21：05（大分）・22：12（大分）

※詳細は３月１日に配布される自治会長文書を
ご確認ください。
問ＪＲ九州  豊後竹田駅　☎0974-62-2318
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まちの出来事

　

昨
年
６
月
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
に
登
録
さ
れ
た「
祖
母
・
傾
・
大

崩
山
系
」。
そ
の
祖
母
山
系
の
麓
、

嫗
岳
地
区
で
２
月
11
日
、
登
録
を
記

念
し
た
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
人
や
大
分
大
学
経
済
学
部

で
農
村
漁
村
の
地
域
課
題
に
取
り
組

む「
田
舎
で
輝
き
隊
！
」の
学
生
ら
約

40
人
が
参
加
。
参
加
者
ら
は
神
原
渓

谷
大
橋
近
く
の
整
備
さ
れ
た
川
の
斜

面
に
、
２
メ
ー
ト
ル
程
の
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
12
本
を

植
樹
し
ま
し
た
。

　

祖
母
山
麓
自
然
・
人
共
生
空
間
整

備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
の
工

藤
桂
太
代
表
は
、「
今
後
は
遊
歩
道

も
整
備
し
、
自
然
に
触
れ
合
え
、
四

季
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
公
園
に

し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の
場
所
を

祖
母
山
に
関
す
る
日
本
書
紀
の
記
述

「
添そ
ほ
り

の
山
峯
」か
ら「
そ
ほ
り
の
杜
」と

名
付
け
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る

公
園
に
す
る
そ
う
で
す
。

　

２
月
７
日
、
竹
田
市
畜
産
セ
ン

タ
ー
で「
畜
産
振
興
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
で
は
担
当
者

が「
肉
用
牛
オ
ー
ナ
ー
制
度
」の
概
要

等
を
説
明
。
参
加
者
か
ら「
市
の
新

規
就
農
支
援
策
は
？
」等
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
引
き
続
き

畜
産
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

色彩豊かな場所に

畜産の発展に向けて

　

春
季
県
体
第
60
回
記
念
県
内
一
周

大
分
合
同
駅
伝
競
走
大
会
が
２
月
19

日
か
ら
23
日
ま
で
の
5
日
間
行
わ
れ
、

今
大
会
は
50
歳
以
上
の
ス
ー
パ
ー
シ

ニ
ア
区
間
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
話
題

を
集
め
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
39
区
間
、
３
９
２
・
１

キ
ロ
で
行
わ
れ
、
大
会
２
日
目
の
20

日
は
志
賀
直
樹
選
手（
竹
田
市
役
所
）

が
沿
道
の
皆
さ
ん
の
大
声
援
を
受
け

力
走
。
２
位
で
竹
田
市
役
所
前
に

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。
翌
21
日

は
志
賀
太
一
選
手（
大
分
県
庁
）が
市

役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
母
校
久
住

中
学
校
の
後
輩
た
ち
が
応
援
す
る
な

か
、
久
住
登
り
に
挑
み
ま
し
た
。
久

住
郵
便
局
前
で
吉
野
隆
史
選
手（
竹

田
市
消
防
署
）に
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
と
、

吉
野
選
手
は
足
を
痛
め
な
が
ら
も
懸

命
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
部
優
勝
、
Ａ
部
復
帰
を
目
指
し
、

１
本
の
タ
ス
キ
を
全
力
で
繋
ぐ
竹
田

市
の
選
手
た
ち
の
熱
い
レ
ー
ス
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

竹ち
く
で
ん田
の
作
品
を
身
近
に
感
じ
て

　

田
能
村
竹
田
画
碑「
ま
ち
か
ど
南

画
館
」の
第
８
基
目
と
な
る「
稲い

な

川が
わ

舟し
ゅ
う

遊ゆ
う

図ず

」の
除
幕
式
が
2
月
14
日
、
竹

田
市
立
図
書
館
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ち
か
ど
南
画
館
は
街
角
で
気
軽

に
竹ち

く

田で
ん

の
作
品
に
触
れ
て
も
ら
お
う

と
、
一
般
財
団
法
人
田
能
村
竹
田
顕

彰
会（
高
山
曻
次
郎
理
事
長
）が
進
め

て
い
る
取
り
組
み
。
画
碑
に
描
か
れ

て
い
る「
稲
川
舟
遊
図
」は
、
国
指
定

重
要
文
化
財
で
大
分
県
立
美
術
館
所

蔵
。
文
政
12（
１
８
２
９
）年
、
竹
田

が
54
歳
頃
の
作
品
で
、
猪
名
川（
稲

川
）の
川
辺
の
景
色
の
繊
細
な
描
線

と
、
鮮
や
か
で
深
み
の
あ
る
色
彩
が

情
感
を
高
め
て
い
ま
す
。

  

「
街
を
歩
け
ば
、
竹
田
の
作
品
に
逢

え
る
」―
城
下
町
に
点
在
す
る
画
聖

竹
田
の
画
碑
を
巡
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

↑市立図書館に「稲川舟遊図」の画碑がお目
見え

　

竹
田
市
中
心
部
の
飲
食
店
を
は
し

ご
し
な
が
ら
食
べ
歩
く「
第
５
回
竹

田
食
楽
バ
ル
」が
２
月
９
日
と
10
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
竹
田
商
工
会

議
所
青
年
部（
都
築
伸
宜
会
長
）の
主

催
。
訪
れ
た
人
は
20
店
舗
の
こ
だ
わ

り
メ
ニ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。

飲食店を食べ歩き

春季県体第60回記念
県内一周大分合同駅伝競走大会

心で繋ぐ１本のタスキ

市役所前にフィニッシュ
する志賀直樹選手

志賀太一選手

吉野隆史選手

沿道で声援を送る市民の皆さん
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久
住
の
自
然
に
魅
せ
ら
れ
て

　

久
住
高
原
美
術
館（
竹
田
市
久
住

支
所
３
階
）で
、
１
月
26
日
か
ら
２

月
４
日
ま
で
企
画
展「
久
住
の
歌
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
に
は
、
昭
和
初
期

に
、
雄
大
な
久
住
の
風
景
に
魅
せ
ら

れ
訪
れ
た
歌
人
の
与
謝
野
鉄
幹
・
晶

子
夫
妻
や
北
原
白
秋
、
評
論
家
・
歴

史
家
の
徳
富
蘇
峰
な
ど
６
人
の
直
筆

の
作
品
約
30
点
を
展
示
。
期
間
中
は

多
く
の
人
が
来
場
し
、
文
壇
の
第
一

線
で
活
躍
し
た
文
化
人
の
作
品
を
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
２
月
１
日
に
は
企
画
展
に
合

わ
せ
、「
第
１
回
美
術
館
で
コ
ン
サ
ー

ト
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
グ

ル
ー
プ「
グ
ル
ー
プ
花カ

音ノ
ン

」が
、
北
原

白
秋
の「
ゆ
り
か
ご
の
う
た
」や「
こ

の
道
」、
野
口
雨
情
の「
七
つ
の
子
」

な
ど
の
作
品
を
の
せ
た
歌
や
ピ
ア
ノ
、

フ
ル
ー
ト
を
披
露
。
来
場
者
は
そ
の

情
感
あ
ふ
れ
る
調
べ
に
う
っ
と
り
と

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

↑久住を訪れた文化人の中から、北原白秋と野口雨情の
作品を披露する「グループ花音」の皆さん

一緒に食卓を囲んで20年
　松本地区岩瀬自治会の住民が集まり行わ
れている毎月１回の食事会「いわせ・食事会」。
平成10年１月から会が始まり、今年で20周
年を迎えました。
　平成９年の介護保険法の制定がきっかけ。
サービスを受けられない70歳以上の方を対象
に、「みんなで集まり一緒に食事を楽しもう」
と発起人の渡邊幸子さん（76歳）ら地区の女性
４、５人で食事会を開くことを決めたのだそ
う。
　２月18日のこの日も集会所に15人が集ま
り、女性の皆さんが調理したハヤシライスや
椎茸のバター炒めなど７品の料理を堪能しま
した。毎回会に参加している吉良安芳さん（85
歳）は「１人暮らしで、月１回みんなで楽しく
食事ができるこの会が生きがい」と笑顔を見
せていました。
  「食事会を通して、自治会の女性どうしの繋
がりもでき、交流の幅も広がった」と渡邊さ
ん。「何よりも食事に来て、美味しそうに食
べてもらえるのが嬉しい。この会を楽しみに
してくれる人がいる限り、続けていきたい」
と優しい表情で話してくれました。

竹
田
市
自
治
会
連
合
会
視
察
研
修

日
向
市
と
延
岡
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
学
ぶ

　

竹
田
市
自
治
会
連
合
会（
河
邉
和

義
会
長
、
会
員
19
人
）は
、
２
月
６

日
と
７
日
、
宮
崎
県
日
向
市
と
延
岡

市
を
視
察
。
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

研
修
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

＊

　

日
向
市
の
美
々
津
地
区
は
、
全
国

に
約
１
２
０
か
所
あ
る
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
の
中
で
23
番
目
に
選

定
さ
れ
た
地
区
。
選
定
か
ら
30
年
を

迎
え
、
80
％
以
上
の
建
造
物
が
修
景

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
対

象
地
区
内
で
は
建
造
物
を
取
り
壊
す

こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
住
民
の
理
解
と

協
力
が
な
け
れ
ば
こ
の
ハ
ー
ド
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
指
定

管
理
受
託
や
、
か
わ
ら
版
の
発
行
な

ど
の
ソ
フ
ト
事
業
に
も
住
民
組
織
が

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

  

『
町
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は
、
人

が
元
気
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』―

美
々
津
の
歴
史
的
町
並
み
を
守
る
会

の
佐
藤
久
恵
会
長
の
助
言
に
、
参
加

者
全
員
が
思
わ
ず
膝
を
打
ち
ま
し
た
。

　

延
岡
市（
北
川
町
）で
訪
れ
た「
西

郷
隆
盛
宿
陣
跡
資
料
館
」は
、ト
リ
ッ

プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー『
西
郷
ど
ん
ゆ
か

り
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
』で
現

在
第
２
位
の
人
気
施
設
。
資
料
館
の

中
に
は
本
市
ゆ
か
り
の「
竹
田
報
国

隊
」に
関
す
る
所
蔵
品
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、「
な
ぜ
こ
の
地
を

最
後
の
決
戦
地
と
し
た
の
か
」―
こ

の
答
え
に
も
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

他
に
も
道
の
駅
ほ
そ
し
ま
、
妙
国

寺
庭
園
、
本
東
寺
な
ど
に
地
域
活
性

化
策
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
研
修
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
（
文　

河
邉
和
義
）

↑選定から30年が経過し、高齢化による会員減少への対
策が急務となっている日向市美々津地区

↑地元ケーブルテレビ局から「西郷隆盛宿
陣跡資料館」来館１万人の取材を受ける
河邉会長

　

後
藤
公
夫
さ
ん（
83
歳
）幸
子
さ
ん

（
78
歳
）と
佐
藤
典
子
さ
ん（
51
歳
）の

親
子
３
人
が
、
３
月
９
日
か
ら
宮
崎

県
で
開
催
さ
れ
る「
第
72
回
全
九
州

卓
球
選
手
権
大
会
」に
出
場
し
ま
す
。

　

12
月
の
県
大
会
で
上
位
入
賞
し
、

九
州
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
３

人
。「
親
子
で
趣
味
が
卓
球
。
市
の

代
表
と
し
て
い
い
成
績
を
残
し
て
き

ま
す
」

親子３人で九州大会へ
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題　

詠　
　
「
木
」ま
た
は「
樹
」

■
一
般
の
部

最
優
秀
賞

百
年
の
の
ち
に
風
吹
く
木
よ
育
て

　
　
　
　
　
ま
だ
見
ぬ
君
へ
カ
エ
デ
を
植
え
る

（
埼
玉
県
・
池
田
恵
津
子
）

優
秀
賞

大
木
を
抱
き
締
め
た
時 

あ
た
ら
し
い
愛
が
生
ま
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た

（
岡
山
県
・
小
橋
辰
矢
）

優
秀
賞

俺
も
お
前
も
流
木
だ
な
あ

　
　
　
　
　
　
　
割
り
箸
を
う
ま
く
割
れ
な
い  

職
に
就
け
な
い

（
島
根
県
・
田
村
穂
隆
）

佳　
　

作

母
百
歳
楠
木
二
千
六
百
歳  

う
み
の
ほ
と
り
の
風
に
吹
か
る
る

（
愛
媛
県
・
橋
本
紀
代
子
）

地
球
ひ
と
つ
鷲
掴
み
し
て
大
樹
立
つ  

千
年
ほ
ど
の
時
空
を
越
え
て

（
愛
知
県
・
斉
藤
浩
美
）

家
も
樹
も
あ
の
坂
道
も
抱
き
こ
ん
で  

ダ
ム
の
湖
面
に  

思
い
出
ゆ
れ
る

（
大
分
県
・
阿
部
悦
子
）

八
月
の
生
家
の
門
に
入
り
し
と
き  

大
樹
の
ご
と
く
父
は
待
ち
た
る

（
香
川
県
・
増
田
盛
治
）

イ
ケ
て
い
た
方
の
木
村
も
そ
う
じ
ゃ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
木
村
も
普
通
の
大
人
に
な
っ
た（

大
阪
府
・
野
呂
裕
樹
）

木
刀
に
素
振
り
の
艶
の
深
ま
り
て  

予
後
の
力
は
し
づ
か
に
湧
き
ぬ

（
大
分
県
・
坂
井
清
明
）

古こ

代だ
い
樹じ
ゅ
を
な
ぎ
倒
し
た
る
恐
竜
も  

今
は
静
か
に
化
石
と
な
り
ぬ

（
福
岡
県
・
中
尾
勇
人
）

木
琴
の
上
を
弾
ん
で
ゆ
く
よ
う
な  

雪ゆ
き
解げ

の
君
の
と
ろ
い
ス
キ
ッ
プ

（
北
海
道
・
斉
藤
亜
美
）

木
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
記
憶
は
薄
れ
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
わ
り
ば
し
の
中
の
つ
ま
よ
う
じ
で
あ
る

（
大
分
県
・
岡
方
大
輔
）

こ
こ
ろ
か
ら
鳴
い
て
い
る
の
か
木
の
上
の

　
　
　
　
　
　
　
鴉
の
よ
う
に
不
意
に
さ
み
し
い（

大
分
県
・
檜
垣
実
生
）

■
高
校
生
の
部

最
優
秀
賞

遅
刻
し
て
き
た
オ
イ
カ
ワ
の
数
式
が

　
　
　
　
　
樹
海
の
よ
う
に
広
が
っ
て
ゆ
く

（
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
高
等
学
校
・
熊
谷
友
紀
子
）

優
秀
賞

何
も
か
も
あ
の
木
の
下
に
置
い
て
き
た  

君
の
マ
フ
ラ
ー
私
の
ミ
ト
ン

（
早
稲
田
佐
賀
高
等
学
校
・
山
口
安
希
）

優
秀
賞

樹
と
い
う
漢
字
を
見
る
と
腹
が
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
ど
う
し
て
あ
な
た
は
い
つ
も
そ
う
な
の

（
大
分
県
立
大
分
西
高
等
学
校
・
後
藤
寧
音
）

佳　
　

作

孤
独
の
身
包
む
大
樹
と
背
を
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
揺
れ
る
木
漏
れ
日
あ
な
た
を
な
ぞ
る

（
早
稲
田
佐
賀
高
等
学
校
・
勝
連
琉
渡
）

十
年
後
掘
り
起
こ
そ
う
ね
集
ま
っ
て  

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
目
印
は
大
樹

（
早
稲
田
佐
賀
高
等
学
校
・
高
井
麻
衣
）

授
業
中
窓
際
う
と
う
と
し
て
い
た
ら  

呼
ば
れ
て
ド
キ
リ「
針
葉
樹
林
」

（
大
阪
府
立
山
田
高
等
学
校
・
伊
丹
樹
里
）

テ
ス
ト
前
抱
え
た
本
が
重
す
ぎ
て  

木
に
戻
っ
て
る
よ
う
な
気
が
す
る

（
大
阪
府
立
山
田
高
等
学
校
・
大
瀬
良
り
ど
）

何
百
年
も
生
き
続
け
て
き
た
大
き
な
木
が

　
　
　
　
　
　
　
歴
史
の
授
業
を
し
た
ら
い
い
の
に

（
神
戸
市
立
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
高
等
学
校
・
前
田
一
乃
）

■
小
・
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

大
き
な
木
バ
ッ
ト
何
本
で
き
る
か
な

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ラ
ン
何
本
打
て
る
か
な

（
神
戸
市
立
糀
台
小
学
校
・
藤
涛
英
介
）

優
秀
賞

僕
は
今
あ
の
木
の
よ
う
に
立
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
育
ち
続
け
る

（
竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
・
倉
田
圭
）

優
秀
賞

松
の
木
は
ぼ
く
へ
雪
玉
投
げ
て
き
て  

雪
合
戦
を
や
り
た
い
の
か
い

（
塩
尻
市
立
広
陵
中
学
校
・
藤
森
深
生
）

佳　
　

作

何
も
言
わ
ず
ま
つ
ぼ
っ
く
り
が
落
ち
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
何
だ
か
寂
し
い
ぼ
く
と
松
の
木

（
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
吉
田
光
輝
）

桜
の
木
花
が
さ
い
た
ら
す
ご
い
木
だ  

桜
が
ち
る
と
ふ
つ
う
の
木
に
な
る

（
鳥
取
市
立
鹿
野
小
学
校
・
三
谷
泰
叶
）

家
の
前
守
っ
て
く
れ
る
ス
ギ
の
木
よ  

そ
の
大
量
の
葉
偉
大
な
り
け
り

（
竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
・
藤
田
彩
乃
）

史
上
最
多
応
募
数
を
今
年
も
更
新
！

第
７
回「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」入
選
作
品
発
表

　

歴
史
・
文
化
を
大
切
に
継
承
し
て
い
く
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
平
成
23
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た「
荒
城
の

月
短
歌
大
会
」も
今
年
で
７
回
目
を
迎
え
、
全
国
か
ら
３
３
３
８
首（
昨
年
は
２
６
２
０
首
）の
ご
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
選
者
は
竹
田
市
出
身
の
歌
人
・
川
野
里
子
さ
ん
。

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
大
会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
贈
ら
れ
る
特
別
賞「
角
川『
短
歌
』編
集
部
賞
」を
新
設
し
ま
し
た
。

　

入
選
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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春
夏
秋
冬
い
つ
も
い
る
通
学
路
で
一
人
ぼ
っ
ち

　
　
　
　
　
　
　
何
で
も
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
木
と
し
て
人
と
し
て

（
利
府
町
立
青
山
小
学
校
・
村
上
愛
桜
）

通
学
路
色
と
匂
い
が
変
化
す
る  

街
路
樹
を
た
だ
皆
勤
で
歩
く

（
浦
安
市
立
浦
安
中
学
校
・
森
山
ひ
か
る
）

自
由
詠

■
一
般
の
部

最
優
秀
賞

妹
の
義
手
に
触
れ
れ
ば
ひ
ん
や
り
と

　
　
　
　
　
伝
わ
る
そ
れ
が
彼
女
の
ぬ
く
も
り

（
新
潟
県
・
塚
野
さ
や
か
）

優
秀
賞

標
識
な
く
漁
村
の
道
は
入
り
組
み
て  

父
の
愛
せ
し
船
と
つ
な
が
る

（
愛
媛
県
・
檜
垣
由
美
子
）

優
秀
賞

諍
い
の
あ
と
立
ち
寄
り
し
公
園
の  

ケ
ヤ
キ
に
語
る
樹
木
医
の
ご
と

（
神
奈
川
県
・
深
串
方
彦
）

佳　
　

作

ふ
る
さ
と
は
津
波
で
流
れ
て
し
ま
っ
た
が  

水
と
空
気
と
訛
が
残
り

（
岩
手
県
・
林
本
五
月
）

体
中
耳
に
し
て
き
く
風
の
私
語  

し
づ
か
な
る
朝あ
し
たの
太
極
拳

（
大
阪
府
・
近
藤
和
子
）

紅
葉
狩
行
者
空
飛
ぶ
山
な
れ
ど  

吾
は
も
く
も
く
歩
い
て
登
る

（
千
葉
県
・
林
雅
則
）

影
す
ら
も
持
た
ざ
る
蜘
蛛
に
怯
え
た
り  

妻
は
こ
の
夏
死
の
淵
に
い
て

（
徳
島
県
・
小
畑
定
弘
）

新
し
い
シ
ャ
ツ
の
に
お
い
を
嗅
い
で
寝
る

　
　
　
　
　
　
　
ぶ
厚
く
な
っ
た
あ
な
た
の
丘
で（

愛
知
県
・
加
藤
洋
志
）

ふ
く
ろ
ふ
が
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
片
隅
で

　
　
　
　
　
　
　
じ
っ
と
見
て
ゐ
る
人
間
た
ち
を（

宮
城
県
・
渋
谷
史
恵
）

お
ち
ゃ
わ
ん
と
い
う
名
の
ひ
び
き
愛
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
て
気
づ
き
う
ろ
た
え
て
食
う（

東
京
都
・
中
村
哲
）

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
過
去
形
で

　
　
　
　
　
　
　
話
す
子
の
持
つ
三
年
の
過
去

（
徳
島
県
・
吉
友
寿
恵
）

ふ
つ
つ
り
と
夢
か
ら
醒
め
た
や
う
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
塀
だ
け
残
つ
た
お
ば
あ
ち
や
ん
の
家

（
兵
庫
県
・
大
江
美
典
）

息
を
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
話
す
子
を  

我
は
息
止
め
じ
っ
と
見
つ
め
る

（
茨
城
県
・
芳
山
三
喜
雄
）

■
高
校
生
の
部

最
優
秀
賞
《
角
川『
短
歌
』編
集
部
賞
》

祖
母
は
鳥
に
、
母
は
入
院
、
そ
し
て
僕
。

　
　
　
　
　
一
つ
一
つ
消
え
て
ゆ
く
ん
だ
。

（
今
治
精
華
高
等
学
校
・
川
又
郁
人
）

優
秀
賞

サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
ら
終
わ
り
微
笑
み
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
名
の
鍵
を
ゆ
っ
く
り
し
ま
う

（
福
岡
県
立
修
猷
館
高
等
学
校
・
雪
吉
千
春
）

優
秀
賞

時
忘
れ
ボ
ー
ル
追
い
か
け
ふ
と
止
ま
る  

闇
の
コ
ー
ト
に
湯
気
立
ち
昇
る

（
早
稲
田
佐
賀
高
等
学
校
・
宮
﨑
瞳
子
）

佳　
　

作

大
掃
除
ご
み
捨
て
途
中
寒
す
ぎ
て  
な
ぜ
か
思
っ
た
君
に
会
い
た
い

（
早
稲
田
佐
賀
高
等
学
校
・
市
丸
敦
基
）

引
退
し
初
め
て
気
づ
く
顧
問
の
声  

苦
手
だ
っ
た
が
ま
た
聞
き
た
い
と

（
大
阪
府
立
山
田
高
等
学
校
・
荻
諒
光
）

声
聞
く
と
涙
溢
れ
て
止
ま
ら
な
い  

あ
な
た
の
声
は
魔
法
の
よ
う
だ

（
愛
知
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
・
堀
内
純
怜
）

会
い
た
い
な
夢
の
中
で
ま
た
君
と  

鈴
の
音
が
な
る
雪
降
る
夜
に

（
大
分
県
立
大
分
西
高
等
学
校
・
大
倉
颯
生
）

そ
う
だ
っ
た
君
の
書
く
字
は
こ
ん
な
ふ
う  

ハ
ー
ト
は
少
し
傾
い
て
い
た

（
浦
和
明
の
星
女
子
高
等
学
校
・
明
石
望
由
）

■
小
・
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

お
母
さ
ん
お
そ
く
な
る
日
は
一
人
き
り

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
の
に
お
い
の
ま
く
ら
で
ね
む
る

（
富
山
市
立
堀
川
南
小
学
校
・
伊
藤
澪
）

優
秀
賞

「
笑
笑
」と
送
っ
た
自
分
見
て
み
る
と  

口
角
ひ
と
つ
ゆ
が
ん
で
い
な
い

（
竹
田
市
立
竹
田
南
部
中
学
校
・
阿
南
智
誉
）

優
秀
賞

ふ
た
ご
座
の
流
星
群
が
流
れ
ゆ
く  

一
人
で
見
る
か
二
人
で
見
る
か

（
竹
田
市
立
竹
田
南
部
中
学
校
・
堀
百
花
）

佳　
　

作

さ
よ
う
な
ら
も
り
だ
く
さ
ん
の
畑
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
お
い
し
い
野
さ
い
も
ソ
ー
ラ
ー
に
ま
け
た

（
呉
市
立
横
路
小
学
校
・
鈴
木
咲
瑛
）

愛
犬
の
死
に
て
ふ
た
た
び
み
つ
め
あ
う  

家
族
の
絆
尊
く
思
う

（
北
星
学
園
女
子
中
学
校
・
野
崎
理
央
）

野
球
部
が
相
手
を
に
ら
み
試
合
す
る  

灼
熱
の
日
の
暑
さ
に
負
け
ず

（
大
分
市
立
稙
田
東
中
学
校
・
田
内
崇
志
朗
）

帰
り
道
あ
の
子
と
一
緒
に
ふ
ざ
け
あ
う  

響
く
笑
い
が
や
ま
び
こ
し
て
る

（
竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
・
本
田
彩
華
）

家
の
犬
好
ま
ぬ
飯
を
出
す
度
に  「
犬
の
エ
サ
か
よ
」と
い
う
顔
を
す
る

（
大
分
市
立
稙
田
東
中
学
校
・
柳
生
桜
花
）

第
７
回
荒
城
の
月
短
歌
大
会

日　

時　

3
月
24
日
㈯　

午
後
１
時
～
３
時
30
分（
予
定
）

場　

所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

※
応
募
作
品
の
講
評
と
表
彰
、
選
者
の
川
野
里
子
さ
ん
の
講
話
も
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
文
化
政
策
課
内

　
「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」担
当　

☎
０
９
７
４
―

63
―

４
８
３
７
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玉
来
の
賑
や
か
な
大
通
り
の
裏
手
、
旧

道
沿
い
に
あ
る
お
寺「
光
明
寺
」の
中
に
玉

来
保
育
園
は
あ
り
ま
す
。
一
歩
園
内
に
入

る
と
大
き
な
銀
杏
の
木
が
あ
り
、
周
り
は

梅
や
柿
、す
も
も
、び
わ
、
桜
や
椿
な
ど
の

木
々
に
囲
ま
れ
、そ
の
広
い
園
庭
の
中
で

子
ど
も
た
ち
は
の
び
の
び
と
元
気
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
の
３
月
に
耐
震
工
事
と
園
内
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
終
え
、
明
る
く
な
っ
た
園

舎
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
も「
き
れ
い
や

な
ぁ
」「
か
わ
い
い
な
ぁ
」と
、と
て
も
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
当
園
で
は
四
季
折
々
の
遊
び
を

通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
ま
す
。

　

春
は
花
ま
つ
り
、お
釈
迦
さ
ま
の
生
誕

を
お
花
や
甘
茶
を
捧
げ
て
お
祝
い
し
ま
す
。

戸
外
で
の
遊
び
を
多
く
取
り
入
れ
、
園
外

散
歩
も
た
く
さ
ん
行
き
、
春
を
感
じ
ま
す
。

　

夏
は
プ
ー
ル
遊
び
や
泥
ん
こ
遊
び
、ボ

デ
ィ
ー
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど
夏
の
遊
び

を
思
う
存
分
楽
し
み
、
水
に
親
し
み
開
放

感
を
味
わ
い
ま
す
。
７
月
に
は
夕
涼
み
会

が
あ
り
、
盆
踊
り
や
お
楽
し
み
会
、
花
火

大
会
を
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

秋
は
運
動
会
。
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
輝
け
る
よ
う
に
、そ
し
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
運
動
会
を
、 

と
職
員

一
同
考
え
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

秋
を
感
じ
る
園
外
散
歩
や
自
然
物
を
使
っ

て
の
製
作
な
ど
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
ね
。

　

冬
は
御
正
忌
や
お
餅
つ
き
、ク
リ
ス
マ

ス
会
と
楽
し
い
行
事
が
た
く
さ
ん
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
職
員
に
よ
る
ハ
ン

ド
ベ
ル
演
奏
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
静

か
に
聴
き
入
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

１
月
は
カ
ル
タ
取
り
や
凧
あ
げ
。
児
童

公
園
に
行
き
、
手
づ
く
り
の
凧
を
元
気

い
っ
ぱ
い
あ
げ
て
い
ま
す
。
２
月
は
園
生

活
の
集
大
成
と
し
て
発
表
会
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
心

温
ま
る
発
表
会
で
す
。
お
う
ち
の
人
に
向

か
っ
て
手
を
振
っ
て
み
た
り
、
泣
い
て
し

ま
っ
た
り
、で
も
一
人
ひ
と
り
の
頑
張
っ

て
い
る
姿
が
印
象
的
で
す
。
毎
年
た
く
さ

ん
の
方
が
き
て
く
だ
さ
り
、
温
か
い
雰
囲

気
の
な
か
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
育
に
も
力
を
い
れ
て
お
り
、
野
菜
を

植
え
て
成
長
を
観
察
し
、
収
穫
し
た
野
菜

は
ク
ッ
キ
ン
グ
に
使
っ
た
り
、
給
食
で
い

た
だ
い
た
り
し
ま
す
。
梅
ち
ぎ
り
も
毎
年

行
い
、
梅
酢
を
作
り
ま
す
。
夏
に
い
た
だ

く
梅
ジ
ュ
ー
ス
は
格
別
で
す
。

　

生
命
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
大
切

に
し
、
感
謝
す
る
気
持
ち
を
込
め
て「
い

た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」

と
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
人
間
性
を
持
っ
た
、
優
し
く
思

い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
、
感
謝
す
る
心
を

持
っ
た
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
、
笑
顔

を
忘
れ
ず
共
に
成
長
し
、
日
々
の
保
育
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
主
任　

甲
斐　

弘
美
）

学び舎／まるごと博物館

　

国
民
宿
舎
久
住
高
原
荘
横
の
林

の
中
に
こ
の
歌
碑
は
建
て
ら
れ
て

い
る
。
旧
久
住
町
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
が
、
国
際
障
害
者
年
10

周
年
記
念
事
業
と
し
て
平
成
４
年

６
月
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

作
者
の
水
口
忠
信
は
、
大
正
２

年
９
月
20
日
生
ま
れ
。
４
歳
で
失

明
し
、
小
学
部
か
ら
中
等
部
、
師

範
部
ま
で
盲
学
校
で
学
び
、
母
校

大
分
盲
学
校
で
教
壇
に
立
ち
、
愛

妻
と
よ
4

4

と
力
を
合
わ
せ
て
一
家
を

な
し
、
一
男
一
女
を
育
て
上
げ
、

79
歳
の
平
成
４
年
12
月
19
日
ま
で

戦
時
中
疎
開
し
た
大
分
県
久
住
町

下
町
に
住
み
、
二
人
で
針
灸
、
琴

の
教
授
な
ど
で
自
活
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
弟
の
住
む
宮
崎
に
移
り

住
み
、
平
成
６
年
６
月
、
82
歳
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

短
歌
は
、
20
年
ほ
ど
続
け
て
い

た
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
昭

和
61
年
の「
第
12
回
日
盲
連
文
芸

大
会
」の
短
歌
部
門
で
第
１
位
と

な
っ
た
。
厚
生
大
臣
賞
で
あ
っ
た

こ
と
が
歌
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
一
度
な
り
と　

見
た
し
と
思
う

空
の
青　

そ
ゝ
る
山
並　

雲
の
行

方
を
」

　

歌
意
は
よ
く
わ
か
る
。「
…
と
思

う
」と
わ
ざ
わ
ざ
表
現
し
た
と
こ

ろ
に
冗
漫
さ
よ
り
、た
ゆ
た
う
よ

う
な
哀
感
を
感
じ
る
。
４
歳
で
失

明
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
青
い
空

の
記
憶
は
ど
の
程
度
残
っ
て
い
る

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
久
住
の
空
は
見
た
こ
と
は

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
人
か
ら
聞

い
て
思
い
描
い
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
哀
切
き
わ
ま
る
詩
情
で
あ
る

が
、
明
る
さ
を
も
感
じ
る
。
そ
れ

は
、
空
や
山
並
み
、そ
し
て
雲
と

い
う
雄
大
な
も
の
か
ら
来
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

歌
碑
に
は「
恵
松（
唯
信
）」と
も

彫
ら
れ
て
い
る
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
か

法
名
で
あ
ろ
う
。

（
田
北
敏
彦
）

豊
か
な
心
と
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む

今
月
の
学
び
舎　

玉
来
保
育
園

水口忠信の歌碑（久住高原荘）

ま
る
ご
と
博
物
館
148

↑花まつりでお話を聞く園児たち

↑運動会でかけっこ

↑野菜の苗を植える園児たち

←水口忠信の歌
碑（ 竹 田 市 久
住 町「 久 住 高
原荘」）
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竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～／私たち、地域おこし協力隊です  ほか

名水、高原、ヒトの愛— 

竹田市が育む、
たおやかで滋味深い作物たち。

第９回　スイートコーン

竹田スイートコーンの
クリームパスタ

「竹田うまれ」…竹田で育まれた７種類の作物を紹介　https://www.city.taketa.oita.jp/taketaumare/

材料（２人分） 作り方
・「すごあまこ～ん　コーンスープの素」……１袋（300ml）
・粒コーン（あれば）………………………………………適宜
・パスタ麺（ロングパスタ）1.5mm………………………150g
・オリーブオイル…………………………………………適量
・塩…………………………………………………………少々
・こしょう…………………………………………………少々
・パルメジャーノ（粉チーズ可）…………………………15g
・生クリーム………………………………………………30cc
・顆粒コンソメ……………………………………………３g
・刻みパセリ………………………………………………適量

①　フライパンにコーンスープの素、顆粒コンソメ、生クリー
ム、パルメジャーノ、コーンを入れて火にかけ、とろみがつ
いてきたら一度火を止める。

②　たっぷりの湯にパスタ麺、塩を入れてくっつかないように
時々かき混ぜ、メーカー表記の時間茹でて、手早くざるに取
る。（茹でている途中に茹で汁を①に30cc程度加えておくと
よい）

③　①に②を手早く加えて強火で全体を混ぜ、味を調えてお皿
に盛る。仕上げに刻んだパセリとオリーブオイルを少しかけ、
こしょうをふる。

私
た
ち
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す

地
域
を
変
え
て
い
く
新
し
い
力

平成29年度市民提案型地域活力創造事業

事業報告会を開催します！
  「市民提案型地域活力創造事業」は、自分たちの力で地
域の悩みや課題を解決し、地域の活力を生み出そうとア
イデアを出し合い、まちづくりに挑戦する皆さんを応援
するもので、平成29年度は３団体が採択され事業に取
り組んでいます。活動の報告会として開催しますので、
地域づくりに興味のある皆さんのご参加をお待ちしてい
ます。
と　き　３月28日㈬　午後３時～
ところ　竹田市総合社会福祉センター多目的ホール

発表団体　ＮＰ
Ｏ法人竹田キリ
シタン未来計画
／久住町丸山自
治会／特定非営
利活動法人しだ
れの里を創る会

城下町
交流館
「集」

　

城
下
町
交
流
館「
集
」を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
池
英
里
で
す
。
竹
田
で
竹
藝

家
の
夫
と
結
婚
し
、
男
の
子
を
出
産
し

た
お
母
さ
ん
協
力
隊
で
す
。
普
段
は
移

住
定
住
の
窓
口
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

「
豊
か
な
自
然
環
境
で
子
育
て
を
し
た

い
」と
い
う
都
会
か
ら
の
若
い
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
の
移
住
希
望
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
同
じ
移
住
者
と
し
て
の
私
自
身
の

経
験
を
通
し
て
お
話
す
る
こ
と
も
多
く
、

小
さ
い
子
ど
も
を
持
つ
マ
マ
た
ち
と
の

輪
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

開
催
し
て
い
る
の
が
、
カ
フ
ェ
勤
務

時
代
の
経
験
を
生
か
し
た
、
市
民
や
カ

フ
ェ
オ
ー
ナ
ー
向
け
の
ラ
テ
ア
ー
ト
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。
市
民
の
方
と
の〈
交
流

の
場
〉と
し
て
の
役
割
を
前
提
と
し
て

お
り
、
経
験
を
少
し
で
も
還
元
で
き
れ

ば
と
い
う
思
い
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
職
の
食
品
表
示
診
断
士（
食

品
の
表
示
ラ
ベ
ル
作
成
や
表
示
ラ
ベ
ル

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
業
務
）の
活
動
も
再

開
し
、
実
務
で
生
か
せ
る
よ
う
食
品
表

示
法
に
沿
っ
た
実
践
セ
ミ
ナ
ー
等
に
参

加
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま

す
。
今
後
ま
す
ま
す
必
要
性
が
求
め
ら

れ
る
分
野
で
す
の
で
、

多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
活

動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
コ
ー
ヒ
ー
の
こ

と
で
も
、
食
品
表
示

の
相
談
で
も
、
お
気

軽
に
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
！
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木 THU 金 FRI 土 SAT 2018年（平成30年）

1 2 3
・竹田温泉「花水月」休館日
・久住地域腹部超音波検査　8:00-10:00（都野公民

館）※検査料3,240円
・防火パレード〔竹田地区〕 9:50-11:10　※竹田市総

合運動公園でのアトラクションの後、あさひヶ
丘保育園園児が西宮神社～古町商店街～ JR豊後
竹田駅、竹田保育所園児が市役所～ニュータウ
ン七里～竹田保育所をパレード

・第３回竹田市農業委員会総会　13:30～（市役所本
庁３階会議室3・4）

・障がい児・障がい者家族交流会　13:30-15:30（竹
田市高齢者いきいき交流センター）

・健幸教室「筋肉について知ろう」 13:30-15:00（直入
Ｂ＆Ｇ海洋センター）

・健康づくり教室「かんたんな筋トレ」 14:00-15:00
（竹田市総合社会福祉センター）

・久住地域腹部超音波検査　8:00-10:00（久
住公民館）※検査料3,240円

・防火パレード〔久住地区〕 10:00-11:00　※
久住保育所園児が久住公益社車庫～久住
支所（アトラクション）～久住荘前～久住
保育所をパレード

・ 無 期 転 換 実 現！ 労 働 相 談110番　10:00-
19:00（大分県労連事務所） ☎0120-378-060
※電話・面談で相談に応じます。相談無料

・健幸運動教室「体にいいね！教室」 14:00-
15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋センター）

・ひいなあそび　10:00-13:00
  （竹田町商店街活性化無料駐

車場）

8 9 10
・竹田温泉「花水月」休館日
・畜産座談会〔竹田地域〕  9:30-

12:00（大分県農協竹田支店２
階会議室）

・健幸教室「認知症を予防しよ
う」  13:30-15:00（直入Ｂ＆Ｇ
海洋センター）

・おはなしルーム　14:00-14:30
（竹田幼稚園）

・第20回岡藩城下町雛まつり
「流し雛」 10:30～（JR豊後竹田

駅前稲葉川河川敷）
・健幸運動教室「体にいいね！

教室」  14:00-15:00（直入Ｂ＆
Ｇ海洋センター）

・おはなしルーム　14:00-14:30
（南部幼稚園）

・神原小松尾城に登る会　9:30までに扇森稲
荷神社駐車場集合　※参加費500円　☎62-
4100 （竹田創生館）

・平成29年度生涯学習まつり・高齢者大学閉
講式　13:00-16:30（久住公民館くじゅうサン
ホール）

・「大蘇ダムの水を利用した６次産業化推進」シ
ンポジウム～竹田市西部地区のかんがい施
設を活用した畑作営農の推進、食育、地域
おこし、商品開発～　13:00-16:00（道の駅す
ごう2階フロア）　☎64-9035（九州農政局大
野川上流農業水利事業所 調査設計課）

・ドイツの魅力スピーチコンテスト　14:00～
（竹田市総合社会福祉センター）

15 16 17
・竹田温泉「花水月」休館日
・３歳児健診  13:00～受付（竹田市

総合社会福祉センター）
・こころの健康相談　13:30-15:30

（荻支所）　☎63-3346（竹田市心
の相談支援事業所）※要予約（相
談日の前日午前中まで）

・健幸教室「リラックスしよう」
   13:30-15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター）

・畜産座談会〔荻地域〕 14:00～
（荻公民館）

・健康づくり教室「体にいいね！
教室」   14:00-15:00（竹田市総
合社会福祉センター）

・司法書士無料法律相談  9:00-
12:00（竹田市公民館竹田分館） 
☎63-1408（後藤聰司法書士事
務所）

・第２回冥加訓講座　13:30～
   （竹田創生館）  ☎62-4100（竹

田創生館）
・久住高原星空観察会　18:00

～（久住高原）  ☎62-4100(竹
田創生館)

22 23 24
・竹田温泉「花水月」休館日
・温泉療養文化館「御前湯」休館日・長湯おんせん

市場休業日
・豊肥家畜市場〔成牛市場〕 9:30～せり開始（豊後豊

肥家畜市場）
・年金相談[完全予約制]  10:00-15:00（竹田市高齢者

いきいき交流センター）
・大分県交通事故巡回相談　10:00-15:00（大分県豊

肥振興局） ☎63-1171（豊肥振興局）※要予約
・大分県行政書士無料相談会　13:00-16:00（大分県

行政書士会〔大分市〕） ☎097-537-7089（大分県行
政書士会事務局）

・健幸教室「歩いて健康づくり」 13:30-15:00（直入Ｂ
＆Ｇ海洋センター）

・精神保健福祉相談　14:00-16:00（大分県豊肥保健
所） ☎0974-22-0162（豊肥保健所）※要予約

・健幸運動教室「体にいいね！
教 室」 14:00-15:00（ 直 入 Ｂ ＆
Ｇ海洋センター）

・第７回荒城の月短歌大会
　13:00-15:30（竹田市総合社会福

祉センター）

29 30 31
・竹田温泉「花水月」休館日
・グランツ出前コンサートvol.1
「音楽の都・ウィーンからの贈

り物～もっと気軽にクラシッ
ク音楽を～」　10:00-11:00（荻
保育園）／14:30-15:30（久住高
原南山荘）／17:00-18:00（なお
いりこども園）

・第６回宮城の里しだれ桜祭り
（～４月１日まで）　10:00～

開会行事・神楽（宮城公民館）

【今月の行政なんでも相談所】
地域 相　談　日 時　間 開　催　場　所

竹　田

３月22日㈭ 10：00～12：00

竹田市総合社会福祉センター　相談室
荻 荻公民館　幼児室

久　住 久住公民館　健康相談室
直　入 直入支所　小会議室

行政なんでも相談のお問い合わせは、行政相談委員まで。 「困ったら一人で悩まず行政相談！」
〔竹田〕阿南　　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤　孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一　☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明　☎75-2426

３月

健康診査の受診は
お済みですか？　

　後期高齢者医療制度に加入
されている方を対象に、糖尿
病等の生活習慣病の早期発
見、早期治療のため、健康診
査を行っています。受診券の
有効期限は３月31日㈯までで
す。
　すでに生活習慣病等の治療
を定期的に受けている方や、
健康診査に相当する検査を受
けた方は、必ずしも受診する
必要はありません。
　なお、健康診査を受ける際
には健康診査受診券と後期高
齢者医療被保険者証をご持参
ください。
問大分県後期高齢者医療広域
連合 ☎097-534-1771（代表）
竹田市保険健康課国保・高
齢者医療係 ☎63-1111（内線
179）

今月のよりそいカフェ
（認知症予防カフェ）

【竹田】
・３月２日・16日㈮  13:30-15:30
　古町商栄会

【荻】
・３月６日・13日・27日㈫
　13:00-15:00　荻「しらみず」

【久住】
・３月13日㈫・22日㈭  13:00-15:00
　久住「りんどう」

【直入】
・３月９日・23日㈮  13:00-15:00
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・３月８日・15日㈭  13:00-15:00 
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・３月７日㈬ 13:00-15:00
　入田分館
・３月13日㈫  13:00-15:00
　嫗岳分館
・３月20日㈫  13:00-15:00
　宮砥分館

【都野】
・３月７日㈬  13:30-15:30
　くたみたきのう館
・３月17日㈯  13:30-15:30
　グループホームくたみのもり
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たけたん情報
日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

4 5 6 7
・竹田方面隊林野火災防御訓練
   7:00-8:00（竹田市大字飛田川）

・第31回岡の里名水マラソン
大会 9:00～開会式 10:00スター
ト　※竹田市総合運動公園ス
タート・フィニッシュ

・史跡岡城跡下原門石垣修理現
場説明会　10:30までに岡城跡
駐車場集合　※下原門石垣復
旧工事現場及び城内説明

・荻の里温泉休館日
・防火パレード〔直入地区〕　 

14:00-15:00　 ※ 長 湯 お ん せ
ん市場でのアトラクションの
後、なおいりこども園園児が
おんせん市場～湯の原商店街
～おんせん市場をパレード

・畜産座談会〔直入地域〕 9:30-12:00
（直入支所大会議室）

・おはなしひろば　10:30-11:00（竹
田市立図書館おはなしひろば）

・こころの健康相談　13:30-15:30
（直入支所） ☎63-3346（竹田市心

の相談支援事業所）※要予約（相
談日の前日午前中まで）

・健幸運動教室「ストレッチ・筋ト
レ教室」 14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ
海洋センター）

・水の駅おづる休業日
・畜産座談会〔久住地域〕  9:30-

12:00（久住公民館機能回復訓
練室）

11 12 13 14
・竹田市歩こう会「旧市内お寺

参り」 9:30までにJR豊後竹田
駅前集合　☎62-2501 （山本）

・竹田市文化連盟主催「2018カ
ラオケフェスティバル」 10:00
～（久住公民館くじゅうサン
ホール）※入場無料

・蔵書点検のため竹田市立図書
館・荻駅交流館図書室・久住
図書室・直入図書室休館（～
15日）

・豊肥家畜市場〔子牛市場〕 9:30
～せり開始（豊後豊肥家畜市
場）

・健幸運動教室「ウォーキング
教 室」 14:00-15:00（ 直 入 Ｂ ＆
Ｇ海洋センター）

・9～10か月児健診　13:15～受
付（竹田市総合社会福祉セン
ター）

18 19 20 21 春分の日

・第22回「てづくり音楽会」
   13:00-15:00（直入教育会館）　

☎63-1823（瀧廉太郎会・堀）

・荻の里温泉休館日 ・おはなしひろば　10:30-11:00
（竹田市立図書館おはなしひ

ろば）
・健康づくり教室「やさしいス

ト レ ッ チ」 14:00-15:00（ 竹 田
市総合社会福祉センター）

・健幸運動教室「ストレッチ・
筋トレ教室」  14:00-15:00（直
入Ｂ＆Ｇ海洋センター）

25 26 27 28
・植物観察会〔清川奥嶽川・奥嶽周辺散策〕 

8:00までに市役所駐車場集合 ☎62-4100
（竹田創生館）

・2018春の九州オルレフェア～春ルンル
ン桜オルレ奥豊後コース～　9:00～受付  
10:00スタート（JR朝地駅） ※3／15までに
申込（定員200人） ☎0974-72-0510（ぶん
ご大野里の旅公社朝地観光案内所）

・春休み折り紙教室　13:00-15:00（竹田創
生館） ※参加費300円　☎62-4100 （竹田創
生館）

・大分県立竹田高等学校器楽部第49回定期
演奏会　13:00～開場　13:30開演（エイト
ピアおおの）※入場無料

・おはなしひろば　10:30-11:00（竹
田市立図書館おはなしひろば）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹
田市総合社会福祉センター）

　☎63-3346（竹田市心の相談支援
事業所）※要予約（相談日の前日
午前中まで）

・健幸運動教室「ウォーキング教
室」 14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋
センター）

・市民提案型地域活力創造事業
報告会　15:00～（竹田市総合
社会福祉センター）

・グランツ出前コンサートvol.1
「音楽の都・ウィーンからの

贈り物～もっと気軽にクラ
シック音楽を～」 18:30-19:30

（竹田小学校音楽室）

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。   問竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

■2018年４月上旬の主な予定
　４月１日㈰　・陽目の里「名水茶屋」営業再開

・第70回岡城桜まつり
　（大名行列・武者揃え）
　10:20～  オープニングセ
　レモニー（岡城跡中川但
　見屋敷跡）

　４月２日㈪　【納期限】国民健康保険税12期

月
間
・
そ
の
他

〇春の全国火災予防運動（１～７日まで）
〇全国山火事予防運動（１～７日まで）
〇第20回岡藩城下町雛まつり（～11日まで　※展示は16:00まで）
〇平成29年分の贈与税の申告（～15日まで）
〇平成29年分の所得税および復興特別所得税の確定申告（～15日まで）
〇冬ポカ竹田キャンペーン（～15日まで）
〇個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告（～31日まで）
〇陽目の里「名水茶屋」（～31日まで冬季休業）

平成29年分確定申告の期限内納付と振替期日
　納税は、お近くの金融機関（日本銀行歳入代理店）や税務
署の窓口で受け付けていますが、申告所得税及び復興特
別所得税並びに消費税及び地方消費税（個人事業者）の納税
は、金融機関の預貯金口座から引き落としとなる「振替納
税」が大変便利です。利用されていない方は、ぜひご利用
ください。なお、平成29年１月から振替納税に係る領収
書は送付しておらず、書面による証明が必要な方には、口
座振替がされた旨の証明を行います。

納付期限 振替納税の振替日
申告所得税及び
復興特別所得税

３月15日㈭ ４月20日㈮

消費税及び地方消
費税（個人事業者）

４月２日㈪ ４月25日㈬

問竹田税務署　☎63-3141  ※自動音声案内
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コ
ン
テ
ス
ト

平
成
29
年
度 

第
３
回
ド
イ
ツ
の

魅
力
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　

竹
田
市
は
平
成
元
年
か
ら
炭
酸
泉

を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ド
・
ク

ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
と
の
国
際
交
流
を

続
け
て
お
り
、
今
年
で
30
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
の
街
並
み
、
文
化
な
ど
の

魅
力
を
語
り
合
い
、
よ
り
ド
イ
ツ
を

理
解
し
、
更
な
る
交
流
促
進
に
つ
な

げ
る
た
め
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
日

本
語
と
ド
イ
ツ
語
の
２
種
目
で
実
施
。

日
本
語
で
は
中
学
生
ド
イ
ツ
派
遣
事

業
に
参
加
し
た
中
学
生
な
ど
が
参
加

し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に“
ド
イ
ツ
の
魅
力
”や

“
ド
イ
ツ
語
”に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
？

期
日　

３
月
10
日
㈯　

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

・
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
（
日
本

語
・
ド
イ
ツ
語
各
５
名
程
度
）　

午

後
２
時
～
３
時
30
分

・
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
（
兄
妹
ピ
ア

ノ
デ
ュ
オ
“Die Sonne

”（
デ
ィ
・

ゾ
ン
ネ
＝
太
陽
）
宮
崎
大
介
＆
陽

子
）　

午
後
３
時
30
分
～
４
時

問
竹
田
市
商
工
観
光
課
内　

日
独
協

会
事
務
局　

☎
63
―

４
８
０
７

オ
ル
レ

春
ル
ン
ル
ン
桜
オ
ル
レ
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

九
州
オ
ル
レ
奥
豊
後
コ
ー
ス
で
は
、

今
年
も
春
の
九
州
オ
ル
レ
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
す
。
普
光
寺
で
は
豚
汁
、

岡
城
で
は
カ
ボ
ス
ジ
ュ
ー
ス
の
お
も

て
な
し
も
あ
り
ま
す
。
自
然
や
歴
史

を
楽
し
み
な
が
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

日
時　

３
月
25
日
㈰　

午
前
９
時

～
受
付
、
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト（
Ｊ

Ｒ
朝
地
駅
）～
午
後
４
時
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ（
竹
田
温
泉
花
水
月
）

参
加
費　

１
人　

１
５
０
０
円

記
念
品　

普
光
寺
オ
ル
レ
木
札
、
温

泉
入
浴
割
引
券

締
切　

３
月
15
日
㈭

※
定
員
２
０
０
人

・

ぶ
ん
ご
大
野
里
の
旅
公
社
朝

地
観
光
案
内
所

☎
０
９
７
４
―

72
―

０
５
１
０ 

（
午
前

９
時
～
午
後
２
時
30
分
）

火
災
予
防

平
成
30
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

「
火
の
用
心
　
こ
と
ば
を
形
に

習
慣
に
」

期
間　

３
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬

◇
住
宅
防
火
・
命
を
守
る
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト

〈
３
つ
の
習
慣
〉

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を

使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

◇
廃
消
火
器
の
処
分
に
つ
い
て

　

消
火
器
の
安
全
な
回
収
の
た
め
、

廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
で

の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
使

用
さ
れ
て
い
る
消
火
器
を
廃
棄
す
る

場
合
は
指
定
引
取
所
が
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ー
ル
を
貼
付
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
へ
運
搬
し
ま
す
。（
廃
棄
す
る
場

合
は
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
代
と
運
搬

費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

問
竹
田
市
消
防
本
部
警
防
課　

☎
63
―

０
１
１
９

年
　
金

　
　年
金
の
加
入
手
続
き

　

国
民
年
金
は
誰
も
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。加
入
者
は
、職
業
な
ど
に
よ
っ

て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
異
な

り
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、

無
職
の
方
な
ど
で
、
加
入
手
続
き
は

ご
自
分
で
住
所
地
の
市
区
役
所
・
町

村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行

い
ま
す
。

○
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
、
加
入
手
続
き
は
勤
務
先

が
行
い
ま
す
。

○
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
の
方
で
、
加
入
手
続
き

は
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経

由
し
て
行
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が
お

得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
保

険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る

の
で
、
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間

が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く

と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
当
月
分
保

険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る

早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割

引
額
が
多
い
６
か
月
前
納
・
１
年
度

前
納
・
２
年
度
前
納
も
あ
り
、
大
変

お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
併
せ
て
通

帳
と
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う

え
、
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

たけたん
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消
費
者
行
政

加
熱
式
タ
バ
コ
の
誤
飲
に
注
意

　
「
加
熱
式
タ
バ
コ
」は
、
タ
バ
コ
葉

の
入
っ
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
カ
プ
セ
ル

を
専
用
の
加
熱
装
置
に
セ
ッ
ト
し
て

使
用
す
る
も
の
で
す
が
、
タ
バ
コ
葉

が
入
っ
た
部
分
を
子
ど
も
が
食
べ
た

と
い
う
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
熱
式
タ
バ
コ
の
使
用
前
の
１
本
分

の
葉
に
は
、
食
べ
る
と
中
毒
症
状
が

現
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
量
の
ニ
コ
チ

ン
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
葉

が
入
っ
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
、
決
し
て

子
ど
も
の
手
の
届
く
場
所
に
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
従
来
の
タ
バ
コ
と
異
な
り

火
の
始
末
の
必
要
が
な
い
た
め
、
使

用
後
は
直
接
ご
み
箱
へ
捨
て
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
子
ど
も
の
手
の
届

く
と
こ
ろ
に
捨
て
る
の
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。
誤
飲
し
、
口
の
中
に

タ
バ
コ
の
葉
が
残
っ
て
い
る
場
合
は

か
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。
水
な
ど
を

飲
ま
せ
る
と
、
ニ
コ
チ
ン
が
水
分
に

溶
け
出
し
、
体
内
に
吸
収
さ
れ
や
す

く
な
る
た
め
、
何
も
飲
ま
せ
ず
直
ち

に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

☎
63
―

４
８
３
４　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時（
月
～
金　

平
日
の
み
）

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

福
　
祉

～
誰
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
社
会
へ
～　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

の
配
布
を
始
め
ま
す
！

　

外
見
か
ら
わ
か
ら
な
く
て
も
、
支

援
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

を
周
囲
の
人
に
知
ら
せ
る「
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
」の
配
布
を
始
め
ま
す
。

○
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
？

　

内
部
障
が
い
や
難
病
な
ど
、
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
、

周
囲
の
人
に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
で

す
。「
ち
ょ
っ
と
手
助
け
が
必
要
な

方
」と「
ち
ょ
っ
と
手
助
け
を
し
た
い

方
」を
結
ぶ
カ
ー
ド
で
す
。

○
ど
ん
な
人
が
も
ら
え
る
の
？

　

誰
で
も
無
料
で
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
難
病

の
人
、
高
齢
者
、
妊
娠
中
の
人
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

○
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

を
見
か
け
た
ら

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
人
が

困
っ
て
い
る
様
子
を
見
か
け
た
ら
、

「
何
か
お
困
り
で
す
か
？
」と
声
を
か

け
る
、
手
を
差
し
の
べ
る
な
ど
の
手

助
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
の
詳
細

は
大
分
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

配
布
開
始
日　

３
月
12
日
㈪

配
布
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

竹
田
市
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
63
―

４
８
１
１　

 FAX　
63
―

０
９
８
８

大
分
県
福
祉
保
健
部
障
害
福
祉
課

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

２
７
２
５

FAX
０
９
７
―

５
０
６
―

１
７
４
０

 

精
神
障
が
い
者
の
方
に
も
バ
ス

の
運
賃
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
身
体
障
が
い
者
、
知
的

障
が
い
者
が
対
象
と
な
っ
て
い
た
バ

ス
の
運
賃
割
引
制
度
が
精
神
障
が
い

者
に
も
拡
大
さ
れ
ま
す
。

開
始
日　

４
月
１
日
㈰

対
象
者　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方

※
本
人
確
認
の
た
め
、
手
帳
に
写
真

の
貼
付
が
必
要
で
す
。
写
真
の
添
付

の
な
い
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
竹
田

市
社
会
福
祉
課（
☎
63
―

４
８
１
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

割
引
内
容　

普
通
運
賃
５
割
引
、
定

期
券
３
割
引

※
詳
細
は
各
バ
ス
会
社
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
大
分
バ
ス
グ
ル
ー
プ　

　

☎
０
９
７
―

５
３
２
―

７
０
０
０

・
大
分
交
通
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

７
４
５
５

・
亀
の
井
バ
ス
（
株
）　

　

☎
０
９
７
７
―

２
５
―

１
６
６
８

・
日
田
バ
ス
（
株
）　

　

☎
０
９
７
３
―

２
２
―

７
１
０
５

問
大
分
県
障
害
福
祉
課

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

２
７
３
３

少
子
化
対
策
事
業

新
婚
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
応
援

し
ま
す
！

　

市
で
は
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
新
婚
世

帯
に
対
し
、
結
婚
に
伴
う
新
生
活
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年

１
月
31
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

に
入
籍
し
た
夫
婦
の
う
ち
、
夫
婦
の

所
得
合
計
が
３
４
０
万
円
未
満
の
世

帯
で
、
新
た
に
契
約
ま
た
は
購
入
し

た
住
居
費
や
引
っ
越
し
費
用
な
ど
の

経
費
に
対
し
て
、
24
万
円
を
上
限
に

助
成
し
ま
す
。
結
婚
を
機
に
夫
婦
の

双
方
ま
た
は
一
方
が
離
職
し
、
申
請

時
に
お
い
て
無
職
の
場
合
、
離
職
し

た
方
に
つ
い
て
は
所
得
な
し
と
し
て

夫
婦
の
所
得
を
算
出
し
ま
す
。
ま
た
、

貸
与
型
奨
学
金
の
返
済
を
行
っ
て
い

る
場
合
、
所
得
か
ら
年
間
返
済
額
を

控
除
し
て
所
得
を
算
出
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
申
請
は
３
月
31
日

ま
で
で
す
。
対
象
に
な
り
そ
う
な
方

は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
企
画
情
報
課
Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦
略

推
進
室　

☎
63
―

４
８
０
１

農
　
業

　
　
　
「
緑
の
募
金
」春
期
緑
化
用
苗
木

を
無
料
配
布
し
ま
す

　

森
林
の
保
護
・
育
成
・
愛
護
思
想

の
普
及
の
た
め
、
緑
化
用
苗
木
の
無

料
配
布
を
行
い
ま
す
。
荻
地
域
と
直

入
地
域
は
、
秋
期
に
ト
マ
ト
天
国
in

お
ぎ
及
び
直
入
ふ
る
さ
と
振
興
祭
で

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
久

住
地
域
と
竹
田
地
域
が
対
象
で
す
。

　

配
布
す
る
苗
木
は
原
則
１
人
１
本

で
、
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

配
布
日
時

【
久
住
地
域
】 

３
月
２
日
㈮　

久
住

公
民
館
前
駐
車
場　

午
後
１
時
30
分

～
２
時

【
竹
田
地
域
】 

３
月
３
日
㈯　

竹
田

市
竹
田
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

建
設
予
定
地（
マ
ル
シ
ョ
ク
竹
田
本

たけたん情報
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町
店
隣
）　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

問
竹
田
市
農
政
課
林
業
振
興
室

☎
63
―

４
８
０
５

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回

収
し
ま
す

　

使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ

な
ど
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
、
法
律
で
適
正
な
処
理
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
回
収
場
所
へ

運
搬
す
る
場
合
は
、「
運
搬
車
両
の

表
示
」及
び「
書
面
の
備
え
付
け（
携

帯
）」を
行
う
と
と
も
に
、
当
日
は
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
回
収
し
た
廃
プ

ラ
に
つ
い
て
は
、
回
収
業
者
が
処
理

を
行
い
中
国
へ
輸
出
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
29
年
末
よ
り
中
国
が
輸

入
の
前
面
禁
止
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

今
後
は
日
本
国
内
で
処
理
す
る
た
め

処
理
コ
ス
ト
が
大
幅
に
増
加
し
、
回

収
料
金
も
値
上
が
り
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
料
金
・
処
理
方
法

等
を
含
め
総
合
的
に
判
断
し
、
回
収

業
者
を
選
定
し
ま
す
が
、
30
年
度
回

収
額
は
１
キ
ロ
あ
た
り
30
円
～
50
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
３

月
の
回
収
が
現
在
の
料
金
で
の
最
後

の
回
収
に
な
り
ま
す
。

回
収
す
る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類　

ハ
ウ
ス
の
農
業
用
ビ
ニ
ー

ル
、
農
業
用
の
マ
ル
チ
資
材
、
ラ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
、
肥
料
袋（
ビ
ニ
ー

ル
）、
育
苗
用
ポ
ッ
ト
、
農
薬
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
空
容
器
な
ど 

※
農
ビ
ニ
ー
ル
と
農
ポ
リ
に
分
類
し

て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

回
収
日
程

○
久
住
野
菜
集
出
荷
場
３
月
13
日
㈫

○
直
入
野
菜
集
出
荷
場
３
月
14
日
㈬

○
菅
生
育
苗
セ
ン
タ
ー
３
月
15
日
㈭

○
荻
堆
肥
セ
ン
タ
ー　

３
月
16
日
㈮

回
収
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時 

※
時
間
内
で
の
持
ち
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

料
金　

農
家　

５
円
／
㎏
（
税
別
）

法
人（
企
業
）　

７
円
／
㎏
（
税
別
） 

問
竹
田
市
農
政
課  
☎
63
―

４
８
０
５

大
分
県
農
協
豊
肥
事
業
部
園
芸
課

☎
63
―

１
２
２
４

竹
田
土
木
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
支
援
事
業

　

県
で
は
、
県
管
理
道
の
草
刈
り
、

花
植
え
等
を
行
う
団
体
に
対
し
て
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　

自
治
会
な
ど
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体

対
象
区
域　

県
が
管
理
す
る
道
路
沿

い
の
斜
面
や
植
樹
桝
な
ど

報
償
金
額

草
刈
り
…
面
積
１
平
方
メ
ー
ト
ル
に

８
円
ま
た
は
12
円
を
乗
じ
た
額

花
植
え
等
…
活
動
に
か
か
る
資
材
費

（
上
限
10
万
円
）

募
集
期
間　

５
月
18
日
㈮
ま
で

お
お
い
た
灯
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

安
全
・
安
心
な
道
路
環
境
創
出
の
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象
団
体　

企
業
、
団
体
等

対
象
区
域　

県
道
の
歩
道
内
に
設
置

さ
れ
た
道
路
照
明
灯

事
業
内
容　

企
業
、
団
体
等
か
ら
の

寄
付
金
を
道
路
照
明
灯
の
維
持
管
理

費
用
の
一
部
に
活
用
。
道
路
照
明
灯

に
団
体
等
か
ら
協
力
を
受
け
て
い
る

旨
を
記
載
し
た
表
示
シ
ー
ル
を
貼
付

す
る
も
の

募
集
期
間　

通
年

問
大
分
県
竹
田
土
木
事
務
所 

建
設
・

保
全
課　

☎
63
―

２
１
０
４

募
　
集

　
　
　
平
成
30
年
度 
手
話
講
習
会（
入
門

課
程
）受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

　

手
話
通
訳
者
・
手
話
奉
仕
員
と
し

て
地
域
の
中
で
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

市
で
は
、
手
話
通
訳
者
や
手
話
奉

仕
員
を
目
指
す
方
を
対
象
に
手
話
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
を
希
望

さ
れ
る
方
は
３
月
22
日
㈭
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
講
式　

４
月
３
日
㈫
予
定

開
催
日　

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

（
午
後
７
時
～
午
後
９
時
）※
全
24
回

場
所　

竹
田
市
高
齢
者
い
き
い
き
交

流
セ
ン
タ
ー（
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
裏
）

講
師　

大
分
県
聴
覚
障
害
者
協
会
か

ら
派
遣

受
講
費
用　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、

テ
キ
ス
ト
代
等
実
費
が
か
か
り
ま
す
。

※
テ
キ
ス
ト
は
入
門
課
程
、
基
礎
課

程
ど
ち
ら
も
同
じ
も
の
を
使
用
し
ま

す
。
基
礎
課
程
講
習
会
は
平
成
31
年

度
に
実
施
予
定
で
す
。

申
込
方
法　

竹
田
市
社
会
福
祉
課
、

各
支
所
地
域
振
興
課
に
用
意
し
て
い

る
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
竹
田
市
社
会
福
祉
課
、
各
支
所

地
域
振
興
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
63
―

４
８
１
１   

FAX　
63
―

０
９
８
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

を
募
集
し
ま
す

　

豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
市
内
在
住
の
方
で
、
60

歳
以
上
の
健
康
で
就
業
意
欲
が
あ
り
、

軽
易
な
仕
事
を
希
望
す
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

会
員
と
し
て
登
録
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
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の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

入
会
説
明
会

日
時　
（
１
回
目
）３
月
14
日
㈬　

午

後
２
時
～
／（
２
回
目
）３
月
28
日
㈬ 

午
後
２
時
～

場
所　

豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
竹
田
支
所
会
議
室

問 

（
公
社
）豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
竹
田
支
所（
担
当
・
井

出
）　

☎
62
―

３
７
７
７

自
衛
隊
幹
部
候
補
生（
一
般
）募
集

　

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
で
は
、

自
衛
隊
幹
部
候
補
生（
一
般
）の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

３
月
１
日
㈭
～
５
月
１

日
㈫

試
験
日　

 

〔
１
次
試
験
〕５
月
12
日

㈯
／〔
２
次
試
験
〕６
月
12
日
㈫
～
15

日
㈮　

※
い
ず
れ
か
１
日
に
指
定
さ

れ
ま
す
。

会
場  

大
分
県
中
小
企
業
会
館

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹
田

地
域
事
務
所　

☎
63
―

３
３
２
０

相
談
会

　
外
国
人
無
料
相
談
会

　

大
分
県
に
は
多
く
の
外
国
人
が
居

住
し
て
い
ま
す
が
、
習
慣
や
宗
教
の

違
い
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

た
り
、
生
活
し
て
い
く
う
え
で
の
心

配
ご
と
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
で

は
、「
外
国
人
無
料
相
談
会
」を
開
催

し
、
問
題
解
決
や
不
安
解
消
に
努
め

て
い
ま
す
。

期
日　

３
月
４
日
㈰
／
４
月
１
日
㈰

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所　

ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
地
下
１
階　

国
際
交
流
プ

ラ
ザ

※
電
話
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ

ん
。
予
約
は
不
要
で
す
が
、
相
談
者

が
多
数
の
場
合
、
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
事

務
局（
担
当
・
原
田
）

☎
０
９
７
９
―

43
―

６
３
２
９

試
験
・
講
習

　
　
　
平
成
30
年
度 

前
期
技
能
検
定
試
験

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
た
ち
の

持
っ
て
い
る
技
能
を
一
定
の
基
準
に

よ
り
検
定
し
、
こ
れ
を
公
証
す
る
技

能
の
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　

試
験
は
毎
年
１
回
行
い
、
特
級
、

１
級
及
び
単
一
等
級
の
合
格
者
に
は

厚
生
労
働
大
臣
名
、
２
級
及
び
３
級

の
合
格
者
に
は
都
道
府
県
知
事
名
の

合
格
証
が
交
付
さ
れ
、「
技
能
士
」と

称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
書
受
付
期
間　

４
月
４
日
㈬
～

17
日
㈫

・

大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
担
当
・
河
野
）

☎
０
９
７
―

５
４
２
―

３
６
５
１

FAX
０
９
７
―

５
４
２
―

０
９
９
６

小
型
車
両
系
建
設
機
械
運
転
特

別
教
育（
３
ト
ン
未
満
）

日
時　

３
月
６
日
㈫
・
７
日
㈬　

午

前
８
時
15
分
～
午
後
５
時

場
所　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

受
講
料   

会
員
１
万
１
８
８
０
円（
会

員
外
１
万
４
５
８
０
円
） 

と
テ
キ
ス

ト
代
１
３
４
０
円

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

日
時　

３
月
15
日
㈭
・
16
日
㈮

場
所　

豊
後
大
野
市
役
所
２
階（
中

央
公
民
館
）

受
講
料　

会
員
９
１
８
０
円（
会
員

外
１
万
１
８
８
０
円
）と
テ
キ
ス
ト

代
１
０
８
０
円

※
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止

問（
一
社
）大
分
県
労
働
基
準
協
会
豊

後
大
野
支
部　

☎
０
９
７
４
―

26
―

４
１
１
５

FAX
０
９
７
４
―

26
―

４
１
４
６

保
　
険

　
　
　
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
へ

　

平
成
30
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
。

○
健
康
保
険
料
率
…
…【
大
分
支
部
】

　

10
・
26
％
（
現
行
10
・
17
％
）

○
介
護
保
険
料
率
…
…【
全
国
一
律
】

　

１
・
57
％
（
現
行
１
・
65
％
）

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方（
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
）に
は
健
康

保
険
料
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ

り
ま
す
。

※
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
は
、

労
使
折
半
と
な
り
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、
４

月
分
の
保
険
料
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん

ぽ
）大
分
支
部

☎
０
９
７
―

５
７
３
―

５
６
３
０

たけたん情報
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注
意
喚
起

小
さ
な
お
子
さ
ま
が
い
る
ご
家
庭
へ

ド
ラ
ム
式
洗
濯
乾
燥
機
を
使
用

さ
れ
る
際
は
十
分
に
注
意
を
！

　

ド
ラ
ム
式
洗
濯
乾
燥
機
の
誤
っ
た

使
い
方
を
し
な
い
よ
う
に
、
取
扱
説

明
書
の
記
載
内
容
を
守
り
、
小
さ
な

お
子
さ
ま
が
い
る
ご
家
庭
で
は
特
に

注
意
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

○
洗
濯
機
に
近
づ
か
せ
な
い

　

コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
に
触
れ
て
感
電

し
た
り
、
ド
ア
に
手
を
挟
ん
で
け
が

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
ド
ラ
ム
内
を
の
ぞ
か
せ
な
い

　

ド
ア
が
閉
ま
る
と
閉
じ
込
め
ら
れ

て
窒
息
し
た
り
、
や
け
ど
、
け
が
な

ど
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
使
用
後
は
ド
ア
を
閉
め
る

　

近
く
に
乗
り
や
す
い
台
な
ど
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
チ
ャ
イ
ル
ド
ロ
ッ
ク
機
能
の
活
用

を
　

各
社
で
操
作
方
法
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
取
扱
説
明
書
を
確
認
す
る
か
、

各
メ
ー
カ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
一
般
社
団
法
人
日
本
電
機
工
業

http://w
w

w
.jem

a-net.or.jp/

「地元で働いてみませんか？」   求人情報  

ハローワーク豊後大野　竹田市ふるさとハローワーク
   ☎63-1101

①調理師  １人  17～22万円
②養豚員  ２人  18～25万円
③歯科受付・補助作業   1人   13.9万円
④配管工  ２人  20～25万円
⑤菓子販売員  １人  13.8万円
⑥ドコモショップスタッフ  １人
15.7～18.7万円
⑦調剤薬局事務員  １人  12.8～16万円
⑧ドローンパイロット候補生  1人 
15～20万円
⑨施工管理補助  １人  15～18万円  
⑩相談員  ２人  18万円
⑪ベーカリー製造・販売  １人  14万円
⑫畜産作業員  １人  20万円

〔パート求人〕（時給）
⑬保育士  ２人  1026～1145円
⑭送迎ドライバー及び施設管理
１人   840円
⑮精肉担当者  １人   850円
⑯リハビリ助手  １人  750円
⑰レジ係  ２人  800円
⑱販売  ３人  760～860円
⑲事務員  １人  750～900円
⑳ホームヘルパー  １人  1200円
㉑牧場作業員  １人  750～800円
㉒販売員  １人  780円
㉓清掃作業員  １人  750～800円
㉔介護職員  １人  737～750円

　

皆
さ
ん
は
、「
は
だ
い
ろ
」と
聞
い

た
と
き
に
、
ど
ん
な
色
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
か
？　

最
近
で
は
、
色
鉛

筆
や
ク
レ
ヨ
ン
の
中
か
ら「
は
だ
い

ろ
」と
い
う
表
記
が
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？　

か
つ
て「
は
だ
い
ろ
」と
よ
ば
れ
た
色

は
、
現
在
で
は「
う
す
だ
い
だ
い
」や

「
ペ
ー
ル
オ
レ
ン
ジ
」な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

世
界
に
は
様
々
な
国
の
人
が
い
て
、

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
肌
の
色
が
違
い
ま

す
。
肌
の
色
で
の
差
別
は
い
ま
だ
世

界
に
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
特
に
黒

人
は
そ
の
肌
の
色
だ
け
で
差
別
を
さ

れ
て
き
た
悲
し
い
過
去
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
特
定
の
色
を「
は
だ

い
ろ
」と
表
記
し
て
ク
レ
ヨ
ン
や
絵

具
等
で
示
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
そ

れ
以
外
の
色
を
肌
の
色
と
み
な
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

肌
の
色
が
一
人
ひ
と
り
違
っ
て
い

る
よ
う
に
、
物
ご
と
の
価
値
観
や
考

え
方
も
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。
自
分
が
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
も
し
か
す
る

と
別
の
人
か
ら
見
た
ら
当
た
り
前
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
と
想
像
を

し
て
み
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
こ
の

「
は
だ
い
ろ
」は
教
え
て
く
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課

☎
63
―

４
８
１
７

35

「はだいろ」って
どんな色？
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ストップ！  滞納

口座振替キャンペーン実施中！
　口座振替制度は税の納め忘れがなく、納
期ごとに納めに行く時間や手間がかからず
便利です。
　口座振替の申し込みは簡単。振り替えを
始めたい納期限の前月15日までに、通帳と
届出印を持って市役所税務課・各支所また
は市内の金融機関で申し込んでください。
　現在、口座振替キャンペーンを実施中で
す。キャンペーン期限は３月30日㈮まで
となっています。期間中に登録いただいた
方にはもれなく竹田市家庭用指定ごみ袋１
ロール（大サイズ10枚入り）をプレゼントし
ます！

問竹田市税務課管理係
　☎63-1111（内線121・122）

　平成29年度もひと月を残すのみとなりました。納め忘れている市税等はありませんか？
　納期限を過ぎても納付されない場合は、20日以内に督促状を送付し、その発送日から10日経過しても完
納しない場合、市では金融機関・勤務先・保険会社等滞納者の財産を占有する第三者などに対して財産調査
を行います。財産等があるにもかかわらず、納付しない滞納者に対しては財産の差し押えを行います。その
際の事前予告や本人の同意は必要ありません。滞納したまま放置せず、事情のある人は必ず納付相談をお願
いします。生活状況などを聴き取ったうえで、一定の条件に該当すれば徴収の猶予などを行うことができる
場合があります。詳しいことは竹田市税務課特別収納推進室までお尋ねください。

軽自動車の廃車及び名義変更は
３月末日までに手続きを　　　

　軽自動車税は、毎年４月１日時点で軽自動車等を所有し
ている人にかかる税金です。「他人に譲った」「スクラップに
出した」という場合も、廃車や名義変更の手続きをしないと
軽自動車税がかかります。お早めの手続きをお願いします。

〔手続き窓口〕
①原付自転車と小型特殊自動車（農耕用及び一般）
　　→　竹田市税務課及び各支所
②二輪の軽自動車（125cc超～250cc以下）と軽四乗用車
　及び軽四貨物車
　　→　大分県軽自動車検査協会　☎050-3816-1759
③二輪小型自動車（250cc超）
　　→　九州陸運局大分運輸支局　☎050-5540-2087

問竹田市税務課課税係　☎63-1111（内線126）

問竹田市税務課特別収納推進室　☎63-1111（内線123）

ストップ！ 滞納
平成29年度の滞納処分等実施状況
■差し押えを実施した件数　511件 （平成29年４月～平成30年１月末現在）

差し押えの内容

■預　貯　金　１９２件　　■給　与　１９６件
■動　　　産　　５２件　　■不動産　　　４件
■その他債権　　６７件
※家 宅 捜 索　　　９件（※は差し押え件数には含まず）
金額にして、約3,800万円を差し押えによって徴収し
ています。↑乗用車の差し押えの様子（タイヤロック）
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休日及び夜間の在宅当番医院

３月の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 17㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

２㈮ 佐藤医院 ☎68-2005 18㈰ 大久保病院 ☎64-7777

３㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 19㈪ 道全内科 ☎63-2270

４㈰ 大久保病院 ☎64-7777 20㈫ 志賀内科 ☎63-2083

５㈪ 道全内科 ☎63-2270 21㈬ 竹田医師会病院 ☎63-3241

６㈫ 志賀内科 ☎63-2083 22㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

７㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 23㈮ 加藤病院 ☎63-2338

８㈭ 伊藤医院 ☎75-2222 24㈯ 大久保病院 ☎64-7777

９㈮ 柚須医院 ☎63-2016 25㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

10㈯ 大久保病院 ☎64-7777 26㈪ 道全内科 ☎63-2270

11㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 27㈫ 竹田医師会病院 ☎63-3241

12㈪ 道全内科 ☎63-2270 28㈬ 秦医院 ☎63-2246

13㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 29㈭ 志賀内科 ☎63-2083

14㈬ 志賀内科 ☎63-2083 30㈮ 柚須医院 ☎63-2016

15㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 31㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

16㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。

※当番医の情報についてはケーブルテレビのデータ放送「休日当
番医」に掲載しています。また、竹田市消防署（☎ 63-0119）で
も確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

３／４㈰ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001

３／11㈰ 竹下歯科医院 ☎62-2662

３／18㈰ 歯科筑紫医院 ☎76-0024

３／21㈬ ふじさわ歯科医院 ☎64-1118

３／25㈰ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001

　※診療時間　9：00～12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
　※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームペー

ジでも確認することができます。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

３／ ３㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
３／ ４㈰ 豊後大野市民病院
３／10㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
３／11㈰ 豊後大野市民病院
３／17㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
３／18㈰ みやわき小児科
３／21㈬ 豊後大野市民病院
３／24㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
３／25㈰ 豊後大野市民病院
３／31㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
４／ １㈰ 豊後大野市民病院

㉄豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）
受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12：00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）に
電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ
用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表について
は、大分県豊肥保健所のホームページのお知らせ欄にも掲載しています。

休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！  健康一直線

　

平
成
27
年
５
月
に
環
境
省
が
指
定
す

る「
国
民
保
養
温
泉
地
」が「
長
湯
温
泉
」

か
ら「
久
住
高
原
温
泉
郷
、
竹
田
・
荻

温
泉
」ま
で
拡
大
指
定
さ
れ
、「
竹
田
温

泉
群
」と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
豊
か
な

温
泉
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
を
行
う

た
め
に
竹
田
市
で
は
、
平
成
28
年
度
か

ら「
竹
田
市
総
合
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」

を
養
成
し
て
い
ま
す
。
竹
田
市
独
自

の
地
域
資
源（
温
泉
・
自
然
・
食
・
環

境
等
）を
活
用
し
て
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る｢

竹
田
市
総
合
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー｣

は
、
温
泉
に
関
す
る
基
礎
知
識

を
有
し
、
温
泉
入
浴
指
導
や
水
中
運
動

の
指
導
、
自
然
を
活
用
し
た
運
動
指
導

等
が
で
き
る
専
門
指
導
員
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
７
月
に
は
、
温
泉

施
設
の
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
御
前
湯

と
運
動
施
設
の
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
が「
温
泉
利
用
型
健
康
増

進
施
設（
連
携
型
）」に
認
定
さ
れ
、
活

動
の
場
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
８
月
に
養
成
講
座
の
修
了

者
で
発
足
し
た「
竹
田
市
総
合
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
」で
は
、
現
在
20
人

の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

発
足
し
て
日
が
浅
い
の
で
す
が
、
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い

る
運
動
教
室
の
補
助
や
、
竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
月
に
２
回
開
催

さ
れ
て
い
る「
健
康
づ
く
り
教
室
」を
主

な
活
動
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
や
観
光

客
等
の
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、

毎
月
１
回
は
研
修
会
を
実
施
し
、
日
々

研
鑽
を
重
ね
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
会
員
が
、
家
族
や
市
民
、
観

光
で
訪
れ
た
方
な
ど
に
健
康
づ
く
り
を

普
及
し
て
、
市
民
が
元
気
に
な
る
、
地

域
が
元
気
に
な
る
、
地
域
の
活
性
化
が

で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

問
竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63
―

４
８
１
０

市民が主役！

健康一直線
  第６回　～豊かな温泉を健康づくりに～

竹田市総合インストラクター協会
↑総合インストラクター養成講座の様子

↑温泉に関する基礎知識や入浴指導を
学ぶ
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【一般の本】
・海馬の尻尾（光文社）　　　　　　　　　　　　　　　荻原　　浩
・百年泥（新潮社）　　　　　　　　　　　　　　　　　石井　遊佳
・玄鳥さりて（新潮社）　　　　　　　　　　　　　　　葉室　　麟
・胸中の山水（青草書房）　　　　　　　　　　　　　　細川　護熙
・百歳人生を生きるヒント（日本経済新聞出版社）　　　五木　寛之
・あなたと短歌（朝日新聞出版）　　　　　　　　　　　永田　和宏
・図解でわかる退職マニュアル（ぱる出版）　　　　　　島田　弘樹
・永遠のおでかけ（毎日新聞出版）　　　　　　　　　　益田　ミリ
・無農薬「自然菜園」で育てる人気野菜（洋泉社）　　　新田　穂高
・るるぶ　大分別府 '19

【子どもの本】
・はるかな旅の向こうに（評論社）　　　　　エリザベス・レアード
・ボンボとヤージュ（学研プラス）　　　　ザ・キャビンカンパニー
・ネルソンせんせいがきえちゃった！（朔北社）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジェイムズ・マーシャル
・大根はエライ（福音館書店）　　　　　　　　　　　　久住　昌之
・子どもにウケる将棋超入門（創元社）　　　　　　　創元社編集部
・絵物語古事記（偕成社）　　　　　　　　　　　　　　富安　陽子
・日本の手仕事４（汐文社）　　　　　　　　　　　　　遠藤　ケイ
・チャールズ・ダーウィン、世界をめぐる（廣済堂あかつき）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジェニファー・サームズ

ほか200冊ほど入りました。

はーるよ来い、はーやく来い♪
　待ちわびていた春が、もうすぐそこまで来ていますね。
　桃の節句のお雛さまが図書館にも飾られています。ご
縁が繋がって東京から竹田にやってきた御殿付きの厳か
なお雛さまを見に、ぜひ図書館へお越しください。3月
22日まで展示しています。

３
新刊のご案内

司書おすすめの一冊

　湯河原の私・不東庵での晴耕雨読と作陶
の日々。
　元首相の充実した残生の実践。「週刊やき
ものを楽しむ」に連載された「晴耕雨読」を第
１章に、書き下ろしの「残生百冊」を第２章
として、一冊にまとめた珠玉の世界を写真
とともに楽しんでください。

　あっとおどろく「おで
こはめえほん」！
　今までになかった本の
形態にびっくりするこ
とでしょう。あなたはど
の絵が気に入るでしょう
か？　どの絵がお似合い
でしょうか？
　まずは手に取っておでこに当ててみてください！　大うけするこ
と間違いなしです！

　20歳の学生の、期末試験明けの朝。初め
て朝鮮戦争反対のビラを数枚撒いたら捕まっ
てしまった。1930年竹田市のお寺で生まれ、
竹田高校を卒業し新制に切り替わったばかり
の京都大学文学部に入学した著者が、1951
年8月7日～1952年4月28日に獄中で綴った日
記を翻刻した一冊です。
　第Ⅱ部には当時の京都大学、東アジア情勢、
軍事裁判についての解説を収録しています。

「不東庵日常」
細川護熙（小学館）

「けっこんしき」
鈴木のりたけ（ブロンズ新社）

「京大生小野君の占領期獄中日記」
小野信爾（京都大学学術出版会）

一般の本

子どもの本

郷土の本

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048
■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200
■久   住   図   書   室　TEL 76-0717   FAX 76-0724
■直   入   図   書   室　TEL 75-2211   FAX 75-2217

　

東
館
を
入
っ
て
左
側
の
奥
に
Ｃ
Ｄ
を
聞
い
た
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

観
た
り
す
る
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
が

２
台
設
置
さ
れ
て
お
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
視
聴
を
申
し
込
ん

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
壁
に

は
地
元
の
方
か
ら
寄
贈
い
た

だ
い
た「
藪
椿
」の
絵
画
が
掛

け
て
あ
り
、
ま
た
、
辞
典
や

写
真
集
な
ど
も
置
い
て
い
ま

す
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気

の
中
で
音
楽
を
聴
い
た
り
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
観
た
り
し
て
、
至
福

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

新図書館のコーナーご紹介

視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
東
館

今月の読み聞かせ
「おはなしひろば」
　毎週火曜日　午前10時30分～11時　おはなしひろば

「おはなしルーム」
　３月８日㈭　竹田幼稚園
　３月９日㈮　南部幼稚園
　いずれも午後２時～２時30分
休館のご案内
　【竹田市立図書館】　毎週月曜日・13日㈫・14日㈬
　　15日㈭・23日㈮
　【直入・久住・荻図書室】　毎週土曜日・日曜日
　　12日㈪・13日㈫・14日㈬・15日㈭・21日㈬

〈蔵書点検のお知らせ〉
　３月12日㈪～15日㈭まで年に一度の蔵書点検のため
全館休館となります。大変ご迷惑をおかけしますがど
うぞよろしくお願いいたします。
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先
日
、
大
分
合
同
新
聞
の
コ
ラ
ム「
東
西
南
北
」に

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
で
あ
る
川
端
康
成
先
生
の
こ
と
、

そ
し
て
私
が
座
右
の
銘
と
し
て
い
る「
有
由
有
縁
」の

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

昭
和
28
年
、
長
湯
温
泉
場
に
生
を
受
け
た
私
は
、

温
泉
地
な
ら
で
は
の
人
と
の
め
ぐ
り
合
い
に
恵
ま
れ

て
き
た
。
文
豪
川
端
康
成
と
無
二
の
親
友
で
あ
っ
た

画
家
高
田
力
蔵
も
そ
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
高
田

が
愛
し
た
く
じ
ゅ
う
連
山
の
風
景
が
川
端
を
こ
の
地

に
導
く
こ
と
も
当
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
ろ
う
し
、

私
の
両
親
と
高
田
の
縁
が
結
ば
れ
て
、
い
ま
私
た
ち

は
文
豪
の
娘
婿
で
あ
る
東
大
名
誉
教
授
の
川か
わ
ば
た端
香か

男お

里り

氏
や
川
端
康
成
記
念
会
の
理
事
で
あ
る
水み
ず
は
ら原
園そ
の
ひ
ろ博

氏
と
の
出
会
い
を
果
た
せ
た
。
ま
さ
に
由
あ
っ
て
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
そ
の
長
湯
で
縁
を
結
ば
せ
て
い
た
だ
い
た

の
が
野
口
冬
人
氏
で
あ
っ
た
。
私
が
野
口
氏
と
初
め

て
出
会
っ
た
の
は
、
も
う
30
年
近
く
も
前
の
こ
と
に

な
る
。
当
時
は
直
入
町
役
場
の
職
員
と
し
て
地
域
づ

く
り
に
情
熱
を
燃
や
し
て
い
た
。
地
域
の
歴
史
的
財

産
で
も
あ
る
温
泉
を
核
に
し
た
魅
力
づ
く
り
を
模
索

す
る
日
々
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

そ
ん
な
時
、
神
に
導
か
れ
る
よ
う
に
し
て
、
私
は

野
口
冬
人
氏
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
出
会
っ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
の
良
さ
に
気
づ
く
の
は
、
し
ば
ら
く
し
て

か
ら
だ
っ
た
が
、
私
た
ち
は
先
人
が
夢
見
た
ド
イ
ツ

の
温
泉
地
と
の
交
流
に
着
手
し
、『
世
界
に
通
用
す

る
個
性
的
な
温
泉
地
づ
く
り
』を
実
践
に
移
そ
う
と

し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
世
界
的
に
も
稀
有
な
泉
質

で
あ
る
炭
酸
泉
が
地
域
に
新
た
な
勇
気
を
抱
か
せ
て

い
た
。

　

初
め
て
会
っ
た
野
口
氏
の
、
春
の
陽
だ
ま
り
の
よ

う
な
や
さ
し
い
笑
顔
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

い
や
、
ず
っ
と
ず
っ
と
や
さ
し
く
接
し
て
い
た
だ
い

た
か
ら
、
結
界
を
越
え
て
行
か
れ
て
か
ら
も
、
野
口

氏
の
人
懐
っ
こ
い
あ
の
笑
顔
は
私
の
胸
で
輝
き
続
け

て
い
る
。

　

さ
て
、
野
口
氏
を
語
る
に
平
成
18
年
に
開
設
し
た

『
冬
人
庵
書
舎
』（
野
口
冬
人 

山
の
人
生
）の
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
登
山
家
と
し
て
も
、
ま
た
旅

行
作
家
と
し
て
も
日
本
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
っ
た

野
口
氏
。
同
氏
が
若
い
頃
か
ら
収
集
し
た
山
岳
図
書

８
千
冊
ほ
ど
収
め
ら
れ
て
い
る
の
が
冬
人
庵
書
舎
で

あ
る
。
わ
ら
じ
の
会
の
時
代
か
ら
手
掛
け
た
ガ
リ
版

刷
り
の
冊
子
を
は
じ
め
、
い
ま
や
絶
版
と
な
っ
て
い

る
貴
重
な
山
岳
図
書
な
ど
、
資
料
的
に
も
一
級
品
の

価
値
あ
る
財
産
が
野
口
氏
か
ら
授
け
ら
れ
た
。
長
湯

の
長
期
滞
在
施
設
と
し
て
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
Ｂ
Ｂ
Ｃ
長
湯
・
林
の
中
の
小
さ
な
図
書

館
の
中
に
そ
れ
は
あ
る
。
図
書
館
に
は
図
書
は
も
ち

ろ
ん
、
野
口
氏
が
登
山
を
楽
し
ん
で
こ
ら
れ
た
道
具

や
若
き
日
の
写
真
も
あ
る
。

　

３
年
ほ
ど
前
、
そ
の
野
口
氏
が
闘
病
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
無
性
に
会
い
た
く

な
っ
て
東
京
の
病
院
に
立
ち
寄
っ
た
。
無
理
の
利
か

な
い
体
で
あ
っ
た
が
、
車
椅
子
に
座
っ
て
の
会
話
は

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。「
暖
か
く
な
っ
た
ら
き
っ

と
長
湯
に
出
か
け
ま
す
か
ら
」と
野
口
氏
は
私
に
そ

う
約
束
し
て
く
れ
た
。
そ
ば
で
診
て
お
ら
れ
た
旅
行

作
家
の
竹
村
節
子
さ
ん
も
大
き
く
う
な
ず
か
れ
、「
野

口
は
自
分
の
歩
ん
で
き
た
人
生
を
じ
っ
く
り
と
振
り

返
り
た
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
野
口
は
長
湯
に
本
当

の
意
味
で
の
墓
標
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　

野
口
氏
、
そ
し
て
竹
村
さ
ん
と
出
会
っ
て
お
よ
そ

30
年
。『
世
界
に
通
じ
る
個
性
的
な
温
泉
地
づ
く
り
』

へ
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
は
少
し
も
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
を
支
え
、
励
ま
し
続
け
て
く
れ
た
お

二
人
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
の
温
泉
地
と
の
姉
妹
都
市
交
流
も
今
年
で

30
年
を
迎
え
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
先
導
的
に
行
わ

れ
て
き
た「
温
泉
療
養
に
保
険
制
度
を
適
用
す
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
」も
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
私
は
ず
っ

と
模
索
し
て
き
た「
日
本
に
お
け
る
温
泉
療
養
保
健

制
度
」の
確
立
を
実
践
し
た
。
も
う
６
年
が
過
ぎ
た
。

そ
の
成
果
は
地
方
創
生
の
先
駆
的
事
例
と
し
て
国
が

支
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

今
年
中
に
は
念
願
の
日
本
版
ク
ア
ハ
ウ
ス
が
登
場

す
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
初
期
か
ら
地
域
の
先
人
た

ち
が
夢
見
て
い
た
世
界
に
通
じ
る
温
泉
地
づ
く
り
に

大
き
く
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

　

久
し
ぶ
り
に
、
野
口
氏
が
想
い
を
込
め
た『
冬
人

庵
書
舎
』を
訪
れ
た
。
同
氏
が
再
び
訪
れ
る
は
ず
だ
っ

た
図
書
館
で
た
た
ず
ん
で
い
る
と
、
や
わ
ら
か
な
春

の
陽
に
包
ま
れ
て
、
陽
炎
の
よ
う
に
野
口
氏
が
歩
い

て
く
る
の
が
見
え
た
。
い
つ
も
の
、
や
さ
し
く
も
、

少
年
の
よ
う
な
恥
じ
ら
い
を
含
ん
だ
あ
の
笑
み
を
た

た
え
て
…
…
。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

市長コラム
〈第102回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

と
も
に
目
指
し
た「
世
界
に
通
用
す

る
個
性
的
な
温
泉
地
づ
く
り
」

野の

口ぐ
ち

冬ふ
ゆ

人と

と
い
う
旅
行
作
家
と
の
出
会
い

↑在りし日の野口冬人氏
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グランツたけた開館プレイベント

グランツ出前コンサート
「音楽の都・ウィーンからの贈り物
　　～もっと気軽にクラシック音楽を～」

第20回岡藩城下町雛まつり／グランツ出前コンサート ほか

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キ リ ト リ セ ン

有効期間
平成30年３月17日㈯～４月15日㈰まで

国指定史跡
岡城跡

家族無料
観覧券

　

20
回
目
の
開
催
と
な
る「
岡
藩
城

下
町
雛
ま
つ
り
」の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
２
月
16
日
、
竹
田
市

殿
町
の
竹
田
創
生
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

し
ら
ゆ
り
幼
稚
園
、
竹
田
幼
稚
園
、

竹
田
保
育
所
、
荻
保
育
園
の
園
児
約

１
０
０
人
が
参
加
。
園
児
た
ち
は
ひ

な
あ
ら
れ
で
乾
杯
し
、「
う
れ
し
い

ひ
な
ま
つ
り
」を
合
唱
し
ま
し
た
。

　

本
町
通
り
の
旧
マ
ル
ナ
カ
陶
器
店

で
は
花
も
ち
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

園
児
た
ち
は
紅
・
白
・
緑
の
３
色
の

餅
を
、
夢
中
で
枝
に
飾
り
付
け
て
い

ま
し
た
。

〔
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
〕

ひ
い
な
あ
そ
び

日
時　

３
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
～

午
後
１
時

場
所　

竹
田
町
商
店
街
活
性
化
無
料

駐
車
場

雛
ま
つ
り
20
周
年
記
念「
童
謡
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時　

３
月
３
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
～
３
時

場
所　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
屋

流
し
雛

日
時　

３
月
９
日
㈮　

午
前
10
時
30

分
～

場
所　

Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前
稲
葉
川

河
川
敷

問
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
実
行
委
員

会　

☎
63
―

２
６
３
８

　

市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
９
校

か
ら
51
点
の
応
募
が
あ
り
、
２
点
の
作
品
が
入

賞
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
を
彩
る
お
ひ
な
さ
ま

第
20
回 

岡
藩
城
下
町
雛ひ

な

ま
つ
り

平
成
29
年
度「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

高校生の部・最優秀賞

菊
きく

池
ち

　華
か

蓮
れん

さん
（竹田南高等学校１年）

中学生の部・優秀賞

浅
あさ

倉
くら

　 愛
あい

さん （久住中学校２年）

問竹田市文化政策課　☎63-4837

　竹田市総合文化ホール「グランツたけた」は今年10月のオープンに向け
て、ステージイベントはもちろん、映画上映会やボランティア講座、企画
展示など多彩な文化行事の準備を進めています。
　この度、開館プレイベントとしてクラシックの生演奏をお届けする「出
前コンサート」を竹田、荻、久住、直入の４会場において開催します。ご
家族、お友だちなどお誘い合わせのうえ、お気軽にご来場ください。
　今後もコンサートや演劇などの公演（鑑賞事業）のほか、すべての皆さ
まが芸術に触れ、積極的に文化・芸術活動に関わっていただく機会を提供
する普及啓発事業も、「グランツたけた」を拠点に市内各所で実施していく
予定です。

3／28㈬　18:30-19:30  竹田小学校音楽室
3／29㈭　10:00-11:00  荻保育園
　　　　 　14:30-15:30  久住高原南山荘
　　　　 　17:00-18:00  なおいりこども園

　グラーツ国立音楽大学大学院（オーストリア・ウィーン）に在学中の宇野健太さん（大分県出身）を
ウィーンより招き、九州で活躍するヴァイオリニスト・松本さくらさん、ピアニスト・古賀美代子さ
んとともに、みずみずしい演奏をお届けします。
　宇野健太さんは2017年にクライペダ国際チェロコンクール第２位（リトアニア）、パドヴァ国際音楽
コンクール弦楽器部門第１位（イタリア）と、国際コンクールダブル受賞を果たし、いま最も注目を集
める若手チェリストの一人です。情感あふれる演奏、そして類いまれな超絶技巧をお楽しみください。

SAKURA MATSUMOTOMIYOKO KOGA

KENTA UNO

vol.1

入場無料
【要整理券】

まで開催中3
11日

※整理券は竹田市
文化政策課、荻保
育園、久住高原南
山荘、なおいりこ
ども園で取り扱っ
ています。（先着
順）
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成

30年
３

月
１

日
発

行
　

■
発

行
／

竹
田

市
　

〒
878-8555  大

分
県

竹
田

市
大

字
会

々
1650番

地
　

TEL 0974-63-1111㈹
　

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
〔

U
RL〕

http：
//w

w
w

.city.taketa.oita.jp
■

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp　

■
編

集
／

総
務

課
秘

書
広

報
係

　
TEL 0974-63-1043　

FAX 0974-63-0995　
■

印
刷

／
い

づ
み

印
刷

㈱
竹

田
営

業
所こ
の

広
報

誌
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

　

山
地
の
草
原
や
林
内
に
生
育
す

る
高
さ
20
㌢
ほ
ど
の
群ぐ
ん

生せ
い

す
る
多

年
草
で
す
。
地
下
に
は
ま
る
い
塊か
い

茎け
い

を
つ
く
り
ま
す
。

　

茎け
い

葉よ
う

は
互
生
で
２
～
３
回
の
３

出し
ゅ
つ

複ふ
く
よ
う葉
で
す
。
小し
ょ
う

葉よ
う

は
線
形
で
ふ

ち
は
全ぜ
ん
え
ん縁
（
鋸き
ょ

歯し

が
な
い
）
で
す
。

小
葉
の
形
に
は
変へ
ん

異い

（
違ち
が

い
）
が

あ
り
、
先
の
と
が
っ
た
も
の
や
、

ま
る
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
幅
も

個
体
に
よ
っ
て
細
い
も
の
か
ら
広

い
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

春
の
頃
、
茎く
き

の
先
に
花
の
先せ
ん

端た
ん

が
唇し
ん

形け
い

に
な
っ
た
径
８
㍉
ほ
ど
の

淡た
ん

紫し
し
ょ
く色
か
淡た
ん

紅こ
う

色し
ょ
く

の
筒つ
つ

形が
た

の
４
弁べ
ん

花か

を
咲
か
せ
ま
す
。
花
弁
の
上
側

の
１
個
が
大
き
く
、
基き

部ぶ

が
袋ふ
く
ろ

状じ
ょ
う

の
距き
ょ

（
花
弁
の
一
部
が
中ち
ゅ
う

空く
う

に

な
っ
た
も
の
）
が
う
し
ろ
に
突つ

き

出
て
い
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
山
に
生
え
、
漢か

ん

方ぽ
う

で
は
塊
茎
を
乾か
ん

燥そ
う

し
た
も
の
を

延え
ん

胡ご

索さ
く

と
呼
び
、
鎮ち
ん

痛つ
う

な
ど
に
用

い
た
こ
と
か
ら
山ヤ
マ

延エ
ン

胡ゴ

索サ
ク

の
名
が

あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の

火
山
性
の
高
原
で
、
わ
ず
か
に
観

察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は
４
月
か
ら

５
月
で
す
。

阿孫  久見

第156回

ヤマエンゴサク（ケシ科）

郷土の植物
（347）

国指定史跡   岡城跡

この券を切り取り、登城の際に料金徴収所に提出して
ください。１枚につき１家族が無料で観覧できます。

竹田市教育委員会文化財課

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キ リ ト リ セ ン

家族無料観覧券



広報たけた　平成30年３月号別冊

○改正の背景
　「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律」の成立（平成
27年5月27日）により、平成30年度から、国民健康保険の財政運営の責任主体が市町村から都道府県
に変わり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保等、国保運営の中心的な役割を担い、制度の安定
化を目指すこととなります。
　制度改正後の都道府県と市町村の役割分担の概要は、次のとおりです。

○運営の在り方
　⑴県が県内の市町村とともに、国保運営に新たに参加
　⑵県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業運営の確保等の国保運営の中

心的な役割を担い、制度の安定化を図る
　⑶県が県内の統一的な運営方針として「国保運営方針」を示し、市町村が担う事務の効率化、標準化、

広域化を推進

○都道府県と市町村の役割　　　　　　　　　　　

分　野 都道府県の主な役割 市町村の主な役割

財政運営
財政運営の責任主体
⑴市町村ごとの国保事業費納付金を決定
⑵財政安定化基金の設置・運営

国保事業費納付金を都道府県に納付

資格管理 国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、
広域化を推進

地域住民と身近な関係の中、資格管理を
行う（被保険者証等の発行等）

保険税の
決 定

標準的な算定方法により、市町村ごとの標準保険
料率を算定

⑴標準保険税率を参考に保険税を決定
⑵賦課・徴収

保険給付 ⑴給付に必要な費用を全額、市町村に対して支出
⑵市町村が行った保険給付の点検

⑴保険給付の決定
⑵個々の事情に応じた窓口負担減免等

保健事業 市町村に対し、必要な助言・支援 被保険者の特性に応じたきめ細かい保健
事業を実施（データヘルス事業等）

（厚生労働省資料より）
制度改革の経緯と概要については、
厚生労働省・大分県ホームページをご覧ください。

○厚生労働省ホームページ
　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000087166.html
○大分県ホームページ　　　
　http://www.pref.oita.jp/soshiki/12340/kokuhoseidokaikaku.html

①

みんなで
支える
国保制度

平成30年度から国民健康保険制度が変わります
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国保制度改革Ｑ＆Ａ

　国民健康保険の制度改正に関する疑問点について、めじろんに聞いてみました。
ぎもん こたえ

平成30年４月からは、県庁に
手続きに行くの？

これまでどおり、手続きは竹田市役所本庁、支所の窓口だよ。
（県庁では手続きできないよ。）
そのほかのいろいろな手続きも、すべて市役所の窓口だよ。
　○加入や脱退の手続き
　○療養費や高額療養費などの申請手続き
　○保険税に関する手続きなど

病院などを受診する方法はこ
れまでと変わるの？

これまでどおり、保険証を持って受診してね。医療機関で支払
う窓口負担割合も変わらないよ。

保険証は、平成30年４月から
何か変わることはある？

法律が改正されて、新しい保険証は、記載項目が少し変わるけ
ど、使い方はこれまでどおりだよ。
平成30年８月からは、保険証の様式や更新時期を県内市町村
で統一するよ。（竹田市は４月から随時更新）
これからは70歳以上の方が持っている「高齢受給者証」と保険
証が一緒になり１枚になるから便利だよ。
※様式の詳細は次ページにあります。

高額療養費などの手続きはこ
れまでと変わるの？

これまでどおり、市役所本庁や支所の窓口で、療養費や高額療
養費などの給付の手続きをしてね。

高額療養費は制度が変わるっ
て聞いたけど、どうなるの？

平成30年４月からは、県内でほかの市町村に引っ越した場合
でも、高額療養費が年４回以上該当したときの該当回数が引き
継がれるようになるよ。

特定健診などの保健事業はこ
れまでと変わるの？

これまでどおり、竹田市が特定健診や特定保健指導などの保健
事業を実施するよ。平成30年４月からは、竹田市以外でも県
内の契約医療機関で受診できるよ。
※どの医療機関で受けられるか詳細はお尋ねください。

保険税はなにか変わるの？
これまでどおり、竹田市が保険税を決定・賦課して、納付書を
送るよ。（県の示す標準保険税率をもとに、市町村が税額（率）
を決めます。）

納税通知書（納付書）は県から
届くの？ これまでどおり、竹田市から届くよ。



広報たけた　平成30年３月号別冊 ③

平成30年８月から保険証の様式が変更になります

広域化に伴い

これまでの様式（例）

① 70歳未満の方
② 70歳から74歳の方
　 高齢受給者証と一体になります。

新しい様式

国民健康保険被保険者証　　有効期限  平成30年７月31日
　　　　　　　　記号番号　　　　　　１２３４５６７８
氏名　　　　　竹田　太郎
生年月日　　　　　昭和33年３月３日　　　性別　男
資格取得年月日　平成29年１月１日
交付年月日　　　平成29年１月５日
世帯主氏名　竹田　太郎
住所　　　　大分県竹田市大字会々１６５０番地
保険者番号　　　　４４２０８１
保険者名　　　　　竹　田　市
　大分県竹田市大字会々１６５０番地　（0974-63-1111）

大　　分　　県　　　有効期限　平成　　年　　月　　日
国 民 健 康 保 険
被 保 険 者 証
　　　　　　　　　　　記　　号　　　　番　　号

氏名
生　年　月　日　　　年　　月　　日　　性別
適用開始年月日　　　年　　月　　日
交 付 年 月 日　　　年　　月　　日
世帯主氏名
住所

保険者番号　　　　　　　　　交付者名　　　　　　　印

大　　分　　県　　　有効期限　平成　　年　　月　　日
国 民 健 康 保 険　　　発効期日　平成　　年　　月　　日
被 保 険 者 証
兼高齢受給者証　　　記　　号　　　　番　　号

氏名
生　年　月　日　　　年　　月　　日　　性別
適用開始年月日　　　年　　月　　日
交 付 年 月 日　　　年　　月　　日　　負担割合
世帯主氏名
住所

保険者番号　　　　　　　交付者名　　　　　　　　　印

４月以降国保に加入された方、70歳に到達された方から随時新しい様式になります。
保険証の更新日である８月１日には、全員の方の保険証が新しい様式になります。
新しい保険証は７月中に郵送します。

70歳から74歳までの方
これまでは70歳になる
と自己負担割合が記載さ
れている高齢受給者証が
交付されていました

○70歳から74歳までの自己負担割合

 ・昭和19年４月２日以降に生まれた方…２割
 ・昭和19年４月１日以前に生まれた方…１割
 ・現役並み所得者（※１） …………………３割

※１　現役並み所得者とは
同一世帯に、住民税課税所得が145万円以上の70歳以上75歳未満の国保被
保険者がいる方。ただし、住民税課税所得が145万円以上でも下記の①～
③のいずれかの場合は、申請により１割若しくは２割負担となります。

同一世帯の70歳以上75歳
未満の国保被保険者数 収　　入

①
１人

383万円未満

② 国保を脱退して後期高齢者医療制度に
移行した人を含めて合計520万円未満

③ ２人以上 合計520万円未満

生まれた年や同一世帯の70歳
から74歳までの方の所得に応
じて負担割合が記載されます。
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国民健康保険の届出をお忘れなく！
　職場の健康保険や後期高齢者医療制度などに加入していない人は、すべて国民健康保険に加入しな
ければなりません。次のような場合は、必ず14日以内に竹田市保険健康課または各支所地域振興課で
手続きをお願いします。 

こんなとき 届出に必要なもの

国
保
に
は
い
る
と
き

職場の健康保険をやめたとき
（退職・被扶養者からはずれ
た、任意継続が切れた等）

健康保険の資格喪失日がわかるもの、世帯主の印かん
　・健康保険の資格喪失証明書
　・任意継続切れによる加入の場合は喪失予定日が保険証に記

載してあれば保険証、記載がない場合は資格喪失証明書
失業保険受給中の方は雇用保険受給資格者証

他の市町村から転入したとき
（転入届を先にしてください）

世帯主の印かん
「特定同一世帯所属者異動連絡票」（お持ちの方のみ）
「旧被扶養者異動連絡票」（お持ちの方のみ）

国
保
を
や
め
る
と
き

職場の健康保険に入ったとき
（就職・扶養の認定など）

健康保険の資格取得日がわかるもの
　・新しく加入した健康保険の保険証（加入した方全員分）
　・健康保険加入証明書
国保の保険証、世帯主の印かん

他の市町村へ転出するとき
（転出届を先にしてください）

転出する人の保険証、世帯主の印かん

そ
の
他

就学のため転出するとき 在学証明書、保険証、世帯主の印かん

　※お手続きに来られる方は、マイナンバーカード（もしくは通知カードと身分証１点）による本人確
認を行っておりますので、ご持参ください。

　※特定同一世帯所属者とは、国保から後期高齢者医療制度の被保険者になった方で、以後、世帯主
が変わることなく継続してその世帯にいる方のことです。

　※旧被扶養者とは、扶養関係にあった被保険者が後期高齢者医療制度へ加入したことにより、国民
健康保険に加入された方（ただし、年齢が65歳以上であること）のことです。

■届出が遅れると、保険税は加入の資格を得た月まで遡って納めなければなりません。
　その間にかかった医療費は、全額自己負担となります。また、喪失の届け出が遅れ、国保の資格が
なくなった後に国保の保険証を使って診療を受けた場合には、国保が負担した医療費を返していただ
くことになりますので、必ず14日以内に手続きをお願いします。

問竹田市保険健康課　国保・高齢者医療係　☎63-1111(内線177・178・179)
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